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会報第 17号に寄せて

井川克也

日本鋳物協会東北支部の皆様，ますますお元気でお仕事Iと御精励のととと存じます。

乙のたび，支部会報第 17号が出来上りましたので御覧下さし」

御挨拶がおくれましたが，私乙と，本年 1月 31日開催の東北支部理事会iとおきまして，大平

先生と交替して東北支部長を相つとめる乙とになりました。微力ではどざいますが一生懸命努力

したいと存じますので何とぞ御鞭縫下さいますようお願い申上げます。

さて．本年は東北支部創立 30周年に当る記念すべき年です。東北支部は， 昭和 26年，当時

福島製作所副社長をされて居られた浜住松二郎先生が支部長となられて．福島と山形両市にまた

がって開催された鋳物協会全同大会を機として設立されました。しかし，乙の全国大会が無事終

了したあとの 11年間は， 支部としての活動はあまり行われませんでした。その悶支部長は東北

大学の五十嵐勇先生，大日方一司先生と引継がれて来ましたが．昭和 37年に大平五郎先生が支

部長に就任されてから，支部としての実質的な活動が行われるようになりました。

まず，支部大会ですが，その第1回が昭和37年，仙台で催されました。乙の支部大会は，

全国大会が東北支部で行われた年を除いて．毎年各地廻り持ちで開かれて来ました。すなわち，

37年：仙台， 38年：福島， 39年：釜石， 41年：八戸， 42年：山形， 43年：いわき． 44 

年：水沢， 45年：秋田， 46年：仙台， 47年： LU形. 48年：八戸. 50年：福島， 51年：秋

田. 52年： UJ形， 53年：釜石， 54年：八戸． という経過で 16回を数えています。乙の間全

凶大会は東北支部内で，昭和 40年：仙台， 49年：盛岡， 55年：仙台と 3回催されました。い

ずれも東北支部の皆様の御協力を得て成功裡に開催されて来ましたことは御同慶の到りです。今

年の支部大会は第 17回に当るわけですが， 先i乙述べましたように支部創立 30周年を記念して

行う予定で，福島の皆織がその準備をして下さっています。本年 11月の予定と伺っております

が，多数の会員にお集りいただけますよう楽しみにしております。

つぎに支部会報ですが，その第1号は昭和 39年iと発行されました。それから毎年， 1冊ずつ

着実に発行され，本号が第 17号という乙とになりました。 1号からずうっと眺めて見ますと，

支部活動の貴重な記録であり，また乙の 17年間の東北の鋳物界におけるその時々の話題を適確

にとらえた貴重な資料となっているととがわかります。支部会報の編集，発行に一貫して当って

来られた本山製作所の藤田昭夫昭事はじめ関係皆様方の御苦労に深く敬意を表する次第です。

また．鋳鉄鋳物業界の技術研修の場としての鋳鉄部会は昭和 46年に発足しています。年2回

ないし 3同開かれ， 46年は釜石と八戸， 47年は原町，鶴岡．水沢および秋田， 48年は石巻．

水沢および山形， 49年はし、わき， 1.(1形および福島， 50年は仙台，盛岡および秋田， 51年は福

島，山形および八戸， 52年は仙台と水沢， 53年は秋田と函館および八戸， 54年は二本松と仙



台， 55年は鶴岡と仙台となっています。乙のうち 52年の水沢， 53年の函館， 55年の仙台は

いずれも北海道支部の鋳鉄・鋳鋼研究会との合同部会で，津軽海峡をまたいで両支部が互いに情

報を交換するという極めてユニークな試みと存じます。計 27回を数えていますから，かなりの

成果が挙っており，東北の鋳鉄鋳物技術の向上に役立っているものと確信しております。

さて，乙のように，東北支部の歴史 30年を振返ってみますと，そのうち近くの 20年の活動

は目覚しいもので，経済界，工業界の激しい荒波にもまれながらも，鋳物技術の進歩向上のため

に努力して参った乙とがはっきりと思い出されます。鋳物協会前会長の加山延太郎先生が，各地

方の鋳物技術の向上には各支部の活動K期待する所が大きいと言われて居りましたが，小生も全

く同感です。幸い東北支部には各県花県立の工業試験場や技術センターがあり，いずれも鋳物工

業にも力を入れて運営されて居ります。また大学も鋳造工学に関する研究を行っている研究室が

いくつかあり活発に研究活動を展開しています。さらに業界を見ますと，鋳鋼，鋳鉄はもちろん

軽合金，銅合金の鋳物も次第にその全国的立場での地位が向上し発展して居られる乙とは御同慶

に耐えません。それに応じて若い技術者もふえ，支部活動への参加の意欲もだんだんに高まって

来ています。最近はダイキャスト工場も指折り数えるほどになって来て心強い限りです。

乙のように見て来ますと，大学，試験場，業界が三位一体となって鋳物技術の向上に努力する

という乙の支部活動の意義は今後ますます重要なものになってくる乙とでしょう。また乙の乙と

の記録や資料の保存，あるいは新情報の伝達や交換に乙の支部会報が今後とも役立ってくれるこ

とでしょう。

以上，支部長という大役をお引受けしたのを機会に乙れまでの東北支部の歩みを振返り，乙れ

からの進むべき方向を探ってみた次第で・す。

会員各位の御協力，御鞭縫をよろしく御願い申上げます。

（日本鋳物協会東北支部長，東北大学工学部教授）
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身 辺 雑 記

日本大学工学部教授

工博大平五郎

昨年4月．約 40fl: iζ及んだ東北大学の教員生活を定年によって退職し，いわゆる第二の人生

に入ったわけですが．実はいままでのところさっぱり変りばえのないくらしを続けています。

東北大学で名谷教綬の祢号を受けたあと日本大学工学部教授として勤務していますが，文部省

の工学視学委員や科学審議会専門委員の仕事はそのまま続けているので，国公私大を含めて工学

部の視察に出かけたり，本省での会議に出席しています。それに岩手大の非常勤講師や秋田県の

アドパイサーという仕事をしているおかげで，従来おなじみの方々と同じようなおつき合いがで

きるのを幸に思っています。

一方，今年は国際鋳物技術委員会の会長なので 10月のパルナでの大会準備状況を調べに4月

下旬ソフィアに出かけ．チューリッヒでの会議では議長をつとめた上でその報告もしなければな

りません。さらに日本鋳物協会の方は副会長として来年の創立 50周年の記念事業をひかえてお

り，その上乙の4月から日本金属学会の会長iζ就任しましたので，ますます忙がしくなりそうで

す。

と乙ろで私が当支部の支部長をお引受けしたのは昭和 37年で，それ以来発展を続けてきた支

部の皆様方と心を一つにしてやって参りました。 40年の仙台， 49年の盛岡，昨年の仙台の全

国大会がいずれも大成功だったのも，ひとえに役員はじめ皆様方のお力添えによったものと有難

く思っています。

それにも拘らず 1月 31日には役員の皆様から心暖まる会にお招きを頂き，またど拠金まで賜

り，感謝の言葉もありません。忙がしさにとりまぎれ一々お礼を申し上げませんでしたので，乙

の機会をかりて厚くお礼申し上げます。

思えば悶立大学（当時の帝国大学）として鋳造研究室が誕生したのは東北帝大が始めてで，そ

れは昭和 16年の乙とでした。それ以来乙の研究室を守り，育ててきた私としては退職の折，何

か記念に鋳物のモニュメントを金属教室の庭園内K建てるつもりでいました。幸い卒業生の方々

からのど芳志と併せて皆様からのど拠金を使わせて頂き， ζの念願を果したいと考えています。

乙の点ど了承のほどお願いいたします。

今や世代は交替の時期になり，親しい人達が続々と引退しました。乙の辺で私も新進気鋭の井

川新支部長にかわるのが至当であろうと考え．お願いする乙とにした次第です。しかし私の場合

＊東北大学名誉教授，日本鋳物協会副会長，同前東北支部長，国際鋳物技術委員会会長．日本

金属学会会長

-3-



職場は変ってもやはり鋳物へのつながりは同じで，その面では今まで同様皆様とお会いしたり，

お話し合いの機会も多い乙とでLょう。今後とも今まで・同様よろしくお願いすると同時に，乙れ

までに心暖まるおつき合いを頂いた皆綴方にお礼を申し上げ，また今後のますますのご活躍とど

発展を祈る次第です。
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最終講義「私と大学と金属Jt 

東北大学名誉教授日本大学教授

工博大平五郎＊

乙ういう附れがましい席へt.Bてくるのは私の得怠とする所ではありません。むしろ外野席の

すみの方から眺めている方が私の性分には合うようです。しかし今度大学を引っ込む乙とにな

りますと，乙ういう乙とをしなければならないらしいので，お約束によって乙んな変な乙とに

なってしまいました。多分昨年の 11月頃だったと思いますが，主任の島田先生iと尋ねられま

した。 「故終講義をしますか。しなければしない閉山がはっきりすればそれでも構わないと

思うんですが，今までの人は皆していますよjと言うので「それではしますJと答えました。

島田先生は気が短かし、から， 2. 3日したら「題目は何にしますかJと言います。何となく三

題噺みたいですが「『私と大学と金属』という題でやりましょうJという乙とにしました。

乙うやっておけばどんな話をしても．と．れかには関係しているだろうという乙とで返事をした

択です。学生時代から数えて43年，講師になってからでも 38年間金属iとおります。幸いにも

兵隊iζ行かす1ζ勤めておりますので，何の請をしてもどれかには閃係しているので・安心して乙

んな題忙した訳です。しかしいざ認をしようとしてまとめようとしても.38年間がうまくまと

まりません。背本多先生は「研究というものはまず実験をする。そしてそれをまとめる。そし

て出版する。印刷しなければ論文ではない。研究というのは乙の3つをちゃんとしなければな

らなし、まとめができないのは研究ではないJと言われました。今日の請は幸いにして研究報

告ではありませんので，気楽iとまとまらないまま思いついたととを並べていけば時間になるだ

ろうという乙とで，乙の1おに出て参りました。

一番初めに「私Jと書いてあるので，あまり個人的になりますが乙の辺から申し上げます。

2カ月位前，生協の食堂で須藤先生といっしょになったとき，いきなり「先生は五男ですかJ

と聞かれました。 「僕は三男ですよj 「じゃあ五番目ですかJ 「いや5人兄弟ですが. 4番目

ですよJ乙ういう所で注文した食事が出て来ましたので・話は終りました。多分おかしな名前を

つけたなと恩われたのでしょう。実は私にとっては乙れはあまりおかしくないと思っています。

私は大正5年5月5日に生れました。それで乙ういう名前がついたのだと思います。本当に5

日かどうか親にも聞いてみたのですが，あまりはっきりしません。戸籍はちゃんとその日にな

っているので， 1日． 2日のエラーがあったとしても現在までの 63年に比べると 0.01パーセ

ント以下のエラーです。例えばキリストが紀元前4年に生まれていても今年は 1980年ですし．

神武天皇が本当に 2月11日iζ即位したかどうか知りませんが，紀元節，建国記念日になって

います。私も戸籍に書いてある 5月5日が誕生日であると思っています。

と乙ろが名前というのは変なもので，乙うなってしまうと別に因縁つける訳ではないのです

t 昭和55年2月8日最終講義
＊ 日本鋳物協会副会長，同前東北支部長，国際鋳物技術委員会会長，日本金属学会会長
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が， 『五』に非常に縁がつながっています。私は5つの時小学校に入りました。背はいい加減

なもので，家にいても仕様がないから学校へ行ったらよかろうという乙とで行きました。体格

検査で目方を測ったら 4貫目しかない。医者が少し怪請な顔をしましたけれども，まあよかろ

うという乙とで入りました。小学校の5年で・中学校に入りました。ですから中学校の 2年まで

は子供の定期で汽車通学していました。中学4年から高校へ入れますが，ちゃんと 5年やりま

した。実は4年の時文科丙類を受けたのですが，入れなかったので 5年の時は理科甲額を受

けて入りました。昔はどちらへ行くか決まらない人は理科系に入っていれば大学に入る時にら

くでした。文科系に入っていると修得科目によって大学の理科系には入りにくしその逆は容

易でした。あとで理科から文科に移った人には，独文学の柴田さん，哲学の市井君，小説家の

太宰治などたくさんいます。私も何となく理科甲類へ入った訳です。しかし，学校へあまり早

く入ることは決していい乙とではありません。特i乙高校での2年の違いは非常に大きいので，

いつでも大人の中に混っている子供のようなもので，劣等感というのではないにしてもそんな

気持ですごしました。私がおとなしくなってしまった1つの理由は乙乙にもあると感じています。

高校を出て，自分の気持からすると街笹の時代iζ相当しますが，今で言う浪人をしました。

上野の音楽学校にあそびに行きまして，いま金属でやっている雑誌会のようなもので，最後に

演奏する各教授のみごとな演奏を毎月聴きに行った憶えがあります。余り遊んでいる訳にもい

かないという乙とで，昭和 12年東北大学に 2次募集で・入りました。昔東北大学は門戸開放と

いう乙とで，工学部は1学年機械，金属，電気，応用化学の4学科で合計80名でしたが，金属

は1次で多いときは8名くらい採りまして，あとの2次募集で多数の応募者から残りの人数を

とりました。大学では他の人と同年ぐらいになり気分的に楽で・したが，卒業しましたのが，ま

た名前に戻りますが，昭和 15年，そして担当した講座が第5講座，退官が昭和55年。やはり

『五』がつきまとっている感じです。私の方が追いかけているのではなくて，自然現象として

そうなってしまいました。

皆さん御存知ない方が多いと思いますが，昔の金属工学科は今の非水研のすぐ向いの建物で

トリコロールの赤と茶と灰色のなかなか見事なもので・した。建築の方が見るととても面白いそ

うで， （図解しながら）東側の廊下が左側，北側で・は右側になっていて，通りに面した方を廊

下にして騒がしくないようにして，南と東の日当りをよくするように考えた，当時としては珍

しい建物でしたo 昭和 12年の入学試験は乙乙でやりました。入学試験が2日あり， 3日自には

口頭試問がありましたo どなたかの教授室に，既に亡くなられた石原，前田両先生と的場先生

がし、たと思います。そ乙に書初めの紙とすずりがおいてありまして， 「乙乙に名前を書きなさ

いJと的場先生が筆をとってくれました。 「大きな字を書くのですよJと言われたので，非常

に大きな字で『大平』と書いたら，名前が書けなくなってしまいましたo それでよろしいとい

うととでしたが，変な乙とをするものだと思っていました。それから的場先生から「何故乙乙

を受けましたかj f仙台は初めてで・すかjなどとていねいに聞かれ，乙れがはたして点数に入
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ったか人らないのか判りませんでしたが，短時間で終りました。その後もう一度筆で字を舎か

されました。

講義は4月8日から始まり，その第 1時間目は冶金原料学という鈴木廉三九先生の講義でし

た。 「悠々 5億年，人類未だ生れざるに……Jというような文語体の文章でいきなり始まりま

した。乙んな講義がいっせいに始まりまして， 5月1日に入学式がありました。講堂に集まっ

ていわゆる宣筈舎を総代が読みあげます。それがりっぱな奉書紙で書いてあり，入学した人が

ひとりひとり筆で署名します。何を宣饗したのか今ではもう忘れてしまいましたが，その時も

う一度筆で名前を書かされたのを覚えています。

学生時代について，ちょっと金属を離れた話をします。大学の先生，特に話ト文学部の先生iと

は面会日というものがありました。乙れは東北大学で・は有名だったようです。妙な乙とですが

乙れは夏目激石が元祖になっています。激石は非常に弟子思いでして，りっぱな教育者として

木曜日を面会日と称して，いろいろな人を集めていろいろな話をしていました。その影響を受

けた方々が乙乙の法文学部にかなりおられました。激石IC恩返しをしなければという乙とで，

それぞれの先生方が面会日をっくりました。阿部次郎が木曜，小宮盛隆が水曜，中川善之助が

火曜日という乙とになっていて，夕方の5時頃から用意して待っていました。先生に会いに行

きたい人はその日に行く。私は小宮先生の所へ行きましたが，先輩や卒業生も集まります。北

大の中谷（宇吉郎）先生も北海道へ帰る途中を水曜日にしてわざわざ寄ってL、かれました。金

属とは関係なしにそういう席で話をして，いろいろ大学の味というものを覚えたしだいです。

おかげで小宮さんや中川さんの話を伺う機会も多かったわけです。

自分自身としてもこれはひき継ぐべきだという気持が多少はあったので．私の所へも昔は学

生が週4日位押しかけて来まして，夜 12時頃まで話したことが続きました。戦争中は 10人以

上の集会になると窓兵がついてくるので，話が厄介になり集まりにくかったのですが，ず．っと

25, 6年頃まで続いておりました。とにかく昔の先生には資金的にも気分的にもゆとりがあり

ました。私の訪ねた的場，浜住両先生の家には女中さんがいつも2人いましたし，医学部の太

田先生（木下杢太郎）はお抱えの人力車で大学に乗りつけるという具合でした。そういう点で

は昔の先生は恵まれていて，それだけにゆとりのある，いい意味で・の遊びが多かったと，思います。

余計な話になってしまいましたが，そうしているうちにも2年になって，専門科目がふえて

きて金属の勉強もしなければならなくなりました。金属へ何となく入って来て．とくにカナケ

づいてきた訳でもありませんが，夏休みになって浜住先生の書いた当時15円の『金属』という

本を読みました。半分くらい判りませんでしたが面白い所もあるという気がしまして．そろそ

ろ金属をやってみようと思い始めました。 3年になって卒業研究のための研究室配属について

は浜住先生の本を読んでいた関係からか，そ乙に入りました。当時は状態図全盛の時代で，日

本の金研とドイツのカイザー・ウイルヘルム研究所（現在のマックスプランク研究所）がほと

んど作りあげたと思います。二元から三元iζ移って，特殊鋼の状態図がどんどんでてきている
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時代で，私は鉄ー炭素一銅の三元系をやりました。浜住先生は 50代の始めで，穏やかでしたが，

以前は非常におつかないという評判でした。私の頃でも例えば下宿で日曜日に朝寝をしていま

すと， 「先生が来ているから早く出て来て下さいJと小使さんが迎えに来ます。 「来ないと先

生自身が迎えに来ますJというので，急いで・研究室に行きますと，まだ寝ていてもおかしくな

い日曜日の9時頃なのに， 「乙んな時間まで寝ていたのかJと叱られます。呼び出されてよく

実験しました。呼ばれても来ない人が2,3人いまして，実験が足りないという乙とで，卒業を

2,3カ月延ばされた学生もいました。私は金属に多少興味をもつようになったので，卒業して

ももう少しやってもいいなあと思っていました。全部統制の時代という乙とで就職は軍需省の

管轄に入っていて，切符で割当てます。大学には切符の割当てが1枚もないので残る訳にはい

かなかったのですが，まあそのままいたらよかろうとの乙とで何となく 4月から居ましたら，

大学院に入れば切符の範囲外になるというので， 5月途中に大学院に入学しました。東北大学

大学院と書いてありますが，実体がどういうものかは誰も判りません。大学院iといても徴兵延

期にはならず当然兵隊に引っぱられるはずでした。幸いな乙とに大学の配属将校が私の徴兵司

令官でしたので，徴兵検査の時「大学はいい所だから兵隊iと行かなくてもいしリと言って．雑

談をしてくれた後， 「残念ながら君は丙Jとしてくれましたので兵隊には行きませんでした。

丙でも合格でしたので，毎年頭を刈られて， 1日か2日兵隊の真似事をやりました。

入学した昭和 12年は支那事変が始まり， 15年卒業の時は切符の割当て制という乙とで，

もはや食堂は 11時頃から並ばないと昼飯にありつけない時代でした。卒業してから材料講座

の助手という形で，大学院学生でありながら給料をもらっていました。 70円の月給でしたが

背広が 20円．下宿代が 16円の時代でした。材料関係の顕微鏡試料を磨いてスケッチすると

との指導や材料試験など長い乙と手伝っていました。研究としては鉄ー炭素一銅系合金の銅側

の実験をやり，半年位でまとめて金属学会誌へ投稿しました。その後窒化や熱処理などをやり

ました。昭和 16年に日本で国立大学として初めて『鋳造及び金属加工学』講座（第7講座）

ができました。そ乙へ栗本鉄工所の小出さんが来られて．浜住先生が兼担されました。現場出

身の小出さんは赤レンガの建物の中にキュポラを入れましたが，コークスも木炭も薪もすべて

配給でしたので1回も使わずに選研にいかれました。その乙ろ『鋳造』はあまり学問と思われ

ていませんでした。浜住先生の所で鋳造を講義していた的場先生からもらった参考書は『鋳造

術』，その後早稲田大学鋳物研究所長の石川先生の脅かれた本が『鋳造法』という乙とで少し

進歩しました。現在は『鋳造学』という乙とで大変な進歩です。『術』から『法』K，さらに

『学』へ，という乙とを見比べると面白く感じます白

話は変って，イギリスの話になりますが，シェークスピアの時代のフランシス・ベーコンと

いう人が実験科学の元祖であると言われていますが，実験科学は乙うあるべきであると書いて

います。 「実験する人はまず事実を良く観察し，その中から選ばなければならない。 2番目に

は事実と事実を結ぶ仮定を立てて，合理的な説明をしなければならない。 3番目には自分のた
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てた仮説を何回か確認する実験を数多くやってみなければならない。そして4番目には自分だ

けでなく外国の同僚が同じ乙とをやって初めて成功した乙とになるJと書いています。彼はベ

ルラム卿として，あるいは最高裁長官や文豪として知られています。 65才の時，冷凍鷲烏を

作ろうとして，雪の中に埋める実験をして，風邪がもとで肺炎をおとして死んでしまいまし

た。実験科学をやる人について茅先生が本多先生の話をしている中JC, 「本多先生が『実験を

500回やってみて 1つでも違った結果が出たらいけないので，もう 500回やってみたらよい』

という話があります。私も乙ういう考えを受けついでやっているつもりです。ですから『頭の

いい人は偉い科学者になれない』jという意見を多くの先覚者たちが出しています。むしろ事実

をいかに観察するか．私心のない気持でやるかというととが実験をやる時はきわめて大切なと

とです。小宮先生の所へ遊びiζ行った折．中谷先生から寺田寅彦先生の話を聞く時など，本物

を正しい目でみる訓練がいかに大事かをしみじみ教えられたような気がします。

イギリスの話をもう少し続けますと，要するiζ昔は素人でも好奇心の強い人，事実を正しく

見つめる人が科学者という乙とになります。例えばロパート・ボイルは伯爵の坊ちゃんで，物

理や化学を勉強した人ではありません。アイザック・ニュートンは造幣局長で多少金属に関係

があった程度です。酸素を発見したプリーストリーは宗教大臣であり，ジェームス・ワットは

研究所の技工として多少科学に関係あります。マイケル・ファラデイに至っては製本屋さんで

す。乙ういう素人が事実を見て疑問を感じて，イギリスの科学の進歩に貢献しました。好奇心

は若い人ほど強い訳で我々年をとるとだんだんうすれていくのは残念です。

話が横道JC逸れましたので，また鋳造学の乙とに戻しましょう。鋳物は溶かし方によってい

ろいろに変わるので，なかなか『学』になりませんでしたが，研究室ができて以来 30年も

たっていますので，もう『鋳造学』といっても恥かしくないだろうと思います。鋳造講座でし

ばらくは材料関係をやっていましたが，鋳鉄には初めから関心をもっていて，昭和 17年頃か

らいじっていました。鋳鉄は鉄一炭素状態図で示しますとどく当り前のようですが，問題は多

いです。 （鉄一炭素綾平衡状態図を図示しながら）皆さん百も承知のように乙れは点線が入っ

た安定一準安定系状態図です。たいていの合金系では早く冷却しても遅くしても出るべき相は

必ず出ますが，鋳鉄では黒鉛の他に冷却が早いとセメンタイトが出ます。どの冷却速度で出る

かはでてみないと判りません。熱分析をしますと，過共晶の黒鉛系の初晶線は出てきません。

共晶線だけが出てくるので．冷却速度を変化させて．それから求めます。セメンタイト系の初

晶線は出ますが，温度を上げてやると分解してしまってとの線は加熱のときは出ません。本多

先生はもとはシンクツレの状態図を考えていましたが， 1942年頃半複状態図を提案しましたし，

飯高先生は今のダブルの所K幅をつけた方が良いという提案をしていました。今では炭素以外

にけい素，マンガン． リン，いおうの影響もくわしくしらべられています。鋳鉄の世界での画

期的な発明は 1750年代の白心可鍛鋳鉄と 1948年の球状黒鉛鋳鉄でしょう。

昭和 20年頃になりますと日本に物がなくなってきました。何がなんでも鉄を作れという ζ
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とで，日本にあり余る砂鉄から鉄をとる乙と，海水からマグネシウムをとることが緊急の事態

になりましたo選研に小出先生が置いていかれた乙しき炉で砂鉄の精錬をすることになりまし

た。アルミニウム精錬でとれるAST合金と称するアルミ，シリコン，チタンを含んだスラグ

を混ぜて砂鉄の還元をしようというととを始めました。岩手や福島の山砂鉄をもってきて，石

灰石を混ぜて団鉱を作りました。スラグが多く出ますが，アルミが少し入った鋳鉄ができ，乙

れを軍に納める仕事をしました。炉を選研の裏庭iζ建てましたが雨降りでも休む訳にもいかず

板で屋根をはりました。それで天気の日にはバケツをもった火消しが屋狼iζ登って見張りをし

ました。久慈の川崎重工業でクルップレン法をやっていましたので，行ってlレッペのでき方の

研究を手伝ったり．青森のセメント工場で・砂鉄銑を作ったり．矢本の田んぼの中の砂鉄を楠木

鉢に入れて炭焼き小屋で焼いて還元鉄を作ったりしましたo 乙んな乙とをして銑鉄を作りまし

たがやはり足りませんでした。

昭和 22年超々ジュラルミンを発明された五十嵐先生が鋳造講座担当として住友から来られ

ました。 「一体鋳物とは何だ」という乙とから始まりました。先生との対話は禅問答みたいで

「鋳物はとけたものが固まるだけだ。とけたものが型の中をどう流れ，どう固まるかが判れ

ばいい」という乙とでした。と乙ろが溶けた金属の性質は判らない乙とだらけです。乙の頃の

卒業生であった鈴木．堀館君など口の悪い学生は「乙の研究室にはノマイロメーター 4っとあん

どん抵抗3つしかないじゃないですかロ乙れで6人で何を研究するのですかJと尋ねましたと

乙ろ，先生いわく「砂があってカネがあるからいい。それで鋳物はできるJアルミは住友から

頂く乙とにして，砂型の中の流れを測りました。湯流れは当時流行っていました。私は型の中

に電線を入れておいて，揚が流れてきた時に電球がつくように工夫してやっていました。しか

し先生は「物事は連続的に測らなくて』緬白くないJという乙とで電気抵抗方式にしましたが，

その後電磁オッシログラフに代えて測定しました。乙の結果はかなりイギリスその他に引用さ

れています。その他金型や砂型中の凝固進行状態の解析をやりました。私が五十嵐先生から教

え乙まれた乙とは「実験というものは結果を正しく見ろ。グラフを書いてみて点がバラバラに

なった時，無理に線を引くな。バラバラになるのはそれなりの理由があるのだ。その代り条件

をおさえろ。条件式をきちんと立ててあとは数学屋さんにやってもらえばよいJという乙とで

した。工学的な考え方はどうあるべきかというととを教えられたように思います。

また話は戻りますが小宮先生の所に出入している聞に和辻哲郎先生，山田孝雄先生

幸田露伴先生らにお会いしまして，科学であろうと文学であろうと一番大事な乙とは，本物を

把む心構えで，ものを見る白がしっかりしていなければならないということを強く教えられた

ように思います。私たちはまず激石の『坊ちゃん』から『我輩は猫である』『三四郎』を読み

ます。激石があのままで『三四郎』から『草枕』の方向に行けば，また別の激石になっていた

と思いますが，『心』『道草』といういわゆる則天去私に向ったという乙とは，やはり事実に

対する，真実に対する厳しさがあったし．本物をいかにして探そうかということに一生をかけ
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ていたというと乙ろにひかれるものがあります。激石についてはいろいろ言われていますが．

私はまともな考えの人として受けとっています。則天去私K至るまでの心の移り変り方．真実

を求める乙とに共感するところがあります。

もう少し時間があるようですので．東北地方の鋳物についてお話します。東北地方の鋳物工

業は話にならない位弱く，鋳鉄は日本全体の3パーセントしか生産していません。鋼鋳物は技

術的iζ高いレベルにあり，福島，宮城，秋田県など有力な工場があり，かなりの生産量をあげ

ていますが，鋳鉄はfitから言って話になりません。日本の伝統鋳物は高岡のロウ型鋳物と盛岡

の焼型鋳物です。ロウ型はいわゆる戦後の精密鋳造法です。岩手の鋳物は歴史的にも古くから

知られています。天平 20年奈良の大仏を造るとき，砂金900両を納めたというー記録は当時の

ゴールド・ラッシュを証します。砂金を探しているうちに鉄鉱石が北上川周辺花見つかり，中

国から渡来した鋳物師，鍋釜師が沿岸iと住みついて．水沢鋳物を作りました。また南部議は八

戸から盛岡K域を移した時，甲斐から鈴木．有坂，小泉などの鋳物師がやってきて，南部鋳物

を作りました。鉄びんのふたが真鈴でできているのは京都系で．ふたまで鉄でできているのは

南部系と考えていいわけです。鉄びんには裏と表があります。湯を注ぐ時人iと見せる方が表で

す。山形鋳物は少し新しく 800年位前からです。馬見ケ崎川の砂をつかって始まり今に至って

います。明治初めの県知事が鋳物を強く奨励して以来，量では岩手よりも多くなっています。

宮城には残念ながらほとんどありません。城下町の頃早田，大内などという人がいて．茶釜を

作っていましたが，明治以後に廃れてしまいました。俗な話になりますが，伊達藩は徳川幕府

の許可を得て寛永通宝を造っていました。今の石巻市鋳銭場iと造幣廠がありました。初めは加

工した銭をタネにして竹枠で造型した焼型で金のなる木と呼ばれる『技銭』を作りましたo銅

がなくなってきて代りに鉄で吹くようになり．ふいとを使うようになりました。鉄の溶解技術

が難しくなって，南部鋳物師の斎太郎を工場長として呼びました。貧乏のため月給が払えず．

ストライキをやったので，斎太郎は江の島K流されました。元々鋳物屋で・すのでふいどを吹く

テンポで． 「エンヤドット，エンヤドットJとやっていました。今の斎太郎節．大漁唄い乙み

は銭吹唄から櫓潜ぎ唄に変わってきた訳です。

どうも始めから終りまで余談ばかりで，予定を立てずにお話しました。昨日立看板を立てら

れてからは，皆さんの試験の前日と同じように頭が重く，ず‘っとうっとうしかったのですが，

乙れでまずはサパサパとする乙とになります。それほど内容のある話ができなかった乙とを申

し訳なく思っています。とにかく 38年まず無事に過ぎたというととはめでたいことと思いま

す。大過なくと言いたいですが，私の研究室の優秀な方々をその分に応じた地位にまでもって

いけず，その人達に対しては申し訳なく思っています。乙の点教室の先生方にも御迷惑をかけ

る乙とになって．心残りに思っています。幸いにして研究室の費用の点では心配がなくなりま

したので安心しています。今度乙乙をやめるわけですが．別に他に能もありませんので，乙の

後も同じような仕事をする乙とになると思いますので，今後もできるだけお役に立ちたいと思
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います。今日は一応最終講義というととですカえ前に申し上げたようないきさつからわかるように，

私は割合余裕派に属するものですので，乙れでおしまいという気がさっぱりしません。でもお

しまいになる乙とは事実です。そして乙乙まで乙られたという乙とは教室の皆様，研究室の皆

様，その他大学の方々，今乙乙にいらっしゃらない方々にもいろいろお世話を頂き，一応大過

なく．終らせていただいたと思うのですが，それにしても終りiとふさわしくない話になってし

まいまして申し訳なく思います。乙れで私の話を終りにします。皆様長い乙とありがとうござ

いました。
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溶解材料の予熱効果について T

北光金属工業株式会社

取締役社長小宅 通＊

1. 緒

鋳物工場において生産コストを下げる為には、原価の構成上大部分を占有する溶解部門

特に電気炉を使用している場合には、使用電力量iζメスを入れる乙とが一番効果的である。

他方80年代に入り、戦略の重点はコスト低減も含めて他の設備器材への投資に先行してエ

ネルギー資源の保存と云う大局性も加わり、電力問題は見直されなければならない。当社

では上述の趣旨により、溶解材料を予熱炉を通すととにより使用亀力量を低減し併せて生ー

産量を増加する乙とにより、コスト低減を試みたが目的の効果を上げるととが出来た。

2. 予熱炉使用による利点
褒1 予熱炉使用による効果

(1) 安全の確保
(21 消質電力量の簡詰

予熱炉iとより、表 1It示す如き効果があった。
(3) 生産（出場量｝の増加
(41 不良発生因の除去〈水分除去〉
(5) 低品位材の活用｛録、塗料附着品）
(61 歩留改善

3. 予熱炉設置の動機
(71 場口押崩lζ附着せる鋳物砂の除去

電力制限のあった昭和49年、オイルショック当時制限枠内の電力量をきりつめる為溶解

材料の予熱に着目した。当初は図 1Ii:示す知き社内製の簡単幼稚なコークス炉を使用した。

図1 コークス炉

得られた結果は表21ζ示す知く電力量、出湯

量、要員共約1096の向上がありしかも寒冷降

雪の時期であった為、水分除去による安全が

確保され又表3に示すように、コークス使用

量も 1,000円／トン程度で・あって所期の目的

を達成出来た。

衷2 材料予県コークス炉陸置前後の比舷

』量 1BlFl 』量 a後 ai Iii ill 

1日の通電時間（hr) 24 24 

1日の出泌時間（hr) 10 10 

1ヶ月の出湯量（ I) 370 -400 407 -440 10%1ft 

溶解（K電W力H／原t)則位 710 620 13%減

償制原（It田！位／コI)ークス 一 20 一
震員5人 ｛人II) 0.337 0.307 10＇＋，話

備 考

表3 コークス使用量

コークス金額 溶解量

50年 IO月 407,260円 368,480 kg 
11月 443,120 375,440 
12月 338,160 410,710 

51年 l月 443,940 379,370 
2月 461.760 369 330 

－€コI,,. 3十 1,994,240円 1.903 330匂
コークス使用料 1,048円／トン

t 昭和55年5月 12日 第 97回全国講演大会技術賞受賞記念講演概要
＊ 東北支部理事
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4. 設置に当つての検討事項

上記の結果をふまえた上で本格的な重油使用の設備計画をした。

まず重油使用の予熱炉を設置運転するに当って筆者等が参考にした資料の 2、3＇ζ就き
報告する。

( 1）バーナーについて

被加熱材の境界層は断熱空気層でカバーされており、その断熱層を破壊すると材料は急

速に温度上昇しバーナーフレームの高速化が実現して急速加熱が可能であると云われてい

る。したがって、加熱炉、特にバーナーの構造が重要で最近各種の高速ノくーナーが出現して

いる。従来のバーナーでは天蓋をした取瓶の加熱は不可能で・あるが、高速バーナーでは可

能となり燃費が半減した例がある。文予動伊なしで高速バーナーの使用のみで電力原単位

が13.5%、時間短縮が32.6%、溶解効率で309ぢに向上したデータもあり高速バーナーの威

力の大きさがわかるo

(2）酸化損耗

図2,c示すように 600℃以上になると急速

に酸化し、少なくとも酸化損耗率を19ぢ以下に

抑える為には、 600℃迄の予熱が限度である。

(3）加熱時間と温度

乙れは予熱材料の量、装入の仕方また送り

出し方法により異なるも 1例として図3のよ

うなデータがあり、乙の場合図41C示すよう 600 

に材料の上面、中央部、低面での温度差が大
μ 400 

きいと云う報告がある。又図5に示すように 員

長時間同ると、かえって熱効率が悪く後半 1200 

はむしろ炎を弱くする方が、よい結果が見ら

れるデータもある。何れにしても長時間の加 。。

熱は好ましくない。
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(4）電力原単位の低減

溶解電力原単位の低減率は図6に示すよう

に、予熱温度550°Cで出湯温度1,480に 1,650

ocの場合21～24%のデータがある。

(5) 出湯量の増加
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図6 溶解電力原単位の低濃

出湯量の増加率は図7に示すように、予熱温度550°cにおいて出湯温度 1,480～1,650
ocで27～32タぢであるo 参考迄にアルミニウム、銅合金の場合は図81C示すように予熱温度
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(6) その他

その他通電率、稼動率の影響もうけ、例えば図9le示すような値が得られている。文節

約出来る電力量は図101ζ示すようなデータがある。

80 
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0 
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図9 誘導炉による湾解盆の熔加

5. 予熱炉の概要
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図10 予熱により得られるエネルギー

上述の過程を経て重油使用の本格的予熱炉を設i丘した。概要説明の！日にとの程度の脱般

の工場で設備をしたかを採算面その他を想像してもらう為lζ、宅占ーの」二財内容を間ij'i.IC.記

述する。筆者の会社は秋田市に位置し資本金 4,000万円、月産450トンの夕、クタイノレ鋳鉄

を専門iζ製造している。製品は主として上下

水道、建設機械、農機具の部品で設備は3トン

低周波誘導屯気炉2基、SM自動造型ライン、

有機白硬性ライン、PCライン、4トン焼鈍

炉、高周波焼入装置等がある。

3トン低周波誘導電気炉
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さて本論κ入るが、当社の予熱炉の概要は写真、表4、区1111ζ示す。

プレヒーター側面より

，，、 ・ー，
・・・ーー・．

プレヒーター材料装入側より

' u 

プレヒーター誘導炉伺I］より
＼ 

表 4 装入材プレヒーター仕線、性能

d備名祢l省エネル型スク九三f仲叫掴州，C)
n 的 結解勧＝笈人Ut-1の乾鎚f角
司直 式 オノνーティン7コンベγ品；

包焼Jut 二’述凪l州ん式竹f.1!・ィ，ぃ、ーナーによ心，f,rn閉1凪
一 一一一

”』・料 Atf(ιJJ.15～soeth<>J!l: 一一一一一
¥U 原 AC 200 V. 50Mz. 3φ 

・－－
点火}j式 「l動点火

圃一ー一一
安全包i'l 炉内極度医悦．炎盟主!l！.緊急時の燃料系統「l動道断

(I 11 l目500島.（ニ，.＇＼！1師はキャスタブル耐火HIιて情JJ'V

段illdiil8 4.500 L. Y ゆ00WY 2.300 H 

笈入u銃鉄．筒府．返りu.プレス附. 200 ' 400〆700(mm）立体． 150旬以F
処 Pitlil 日∞ 旬以下

F’h温度 平均500℃ー庇）（）・c
f魚崎rJ] JO,分以下

ゐノユ・
J

〆’L
 

P
 FL. 

図11 ~入材プレヒーターの慨要
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( 1) 電力原単位節減状況

表5に示すように、屯力原単位で25%の節

減となる。尚表5の重油炉は設置後3年目の

データであり、又低周波炉の通過トン数は約

800トンである。

(2）生産性向上その他

表S 重油炉設置前後の比較

設置前 設置後 改善~

l臼の通電時間（hr) 24 24 

1日の出場時間（hr) 10 10 一
lケ月の出湯量（ t ) 370 -400 550 -580 37-57%増

溶解屯）Jl京fll位（即時iit) 710 530 25気減

悠料原単位（A盟主b)(f/t) 21.1 一
墾 目（人It) 0.337 0.227 33罰百誠

備 矛．， 使溶用渇炉は終3日t蹴保性温低周波誘導炉

表5に示すように飛躍的な向上があり、 37～57必増も見られ又トン当りの要員も減って

いる。その他水分除去による弊害防止等、上述の通りである。

(3) コスト計算

表61C昭和52年2月のコストを比較した。

表に示す如く、コークス炉では電力費は表2

K示す如く139ぢ少ないがコスト面ではあまり

差がない。しかしながら重油炉では 1,538円

／トンのコストダウンになっている。参考迄

に当時の出湯量、装入量、電力使用量、重油

使用量等を示すと表7の知くになっている。

表 7 予熱装入材の量と電気、重油使用量（52年 2月）

之を今回4月1日より値上げになった、電

力料金（当社では22円／KWH）で比較すると

表8の如く想定され、勿論設備の償却も充分

可能になる。

尚表7の場合の炉の稼動状況は

表6 溶解エネルギーコストの比較／t
（昭和52年データ）

F熱した場合
F然Lt.iい期合

コークス炉 7ヰ~E~~油~冒炉ーーー
ー
・,u J1 費 710 K¥VHX )3円 620 K¥VH x 13F11 530 K¥'I引て 13円

= 9.230 Pl ニ 8,060円 一6,890円

•Tc 油費 211 E×35円
= 739 fl) 
一一一一一

コークス白
1,048円
（表3より）

修理費 3円 63円

9,230円 9,111 円 7,692円

表8 予熱炉設置による総合コスト比較

予織しはい編合 予然した栂合 cm油使用〉

電力寅
710 KWH x22円／ KWH 530 KWH x n円／ KWH X 民SI／月
X 鈴SI ／月－8,825,300円 -6,587.900内

信斜賓 一
21.1 t x 70.6 Pl/ t" 565 I ／月

-841.658円

人件貸
0.337人II >< 8，αm阿／人工 0.227人II賞 8，脱却円／人工v鉛5Iプ月
対民SI I月ー 1.523,240円 = I，惚6,040阿

保全貸
63円＞＜ 565 I ／月

置 35,595円

』f 10,358,540円 8,491,193円

舗 JS'
その他安全性、不良時Z低F等メリットがあります．
盆鶴 I，お8,267円／月 3，お3円／倍弱t
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（イ） 出湯量より装入材を少なくする。

（ロ） 印加電力をトランス定格容量の12~ぢ程オーバーにする。

即ち朝7時と午後 1時に、 3.5トンのオーバーチャージで出湯待ち正午と午後5時には

最少の残湯とする。此の乙とは図12の溶解日報から投入重量、出湯重量を経時的に示しで

ある。

＆ 溶解重量から見た
予熱炉設置のメリッ卜

当社の予熱炉の概要は上述の如くであるが、

溶解重量と炉設置によるメリットは、当社及

び他社の実績をもとに閥クロスが計算したデ

ータは図13、表9、表lOJC示す知くであり溶

解量の多い工場程効果の大きい乙とが当然了

解される。但し上述の図表は下記の前提があ

る。

1: 月間溶解量を7段階に分類した。

2: 歩留りは68$ぢとして生産量を決定した。

3: 製品販売単価を 195円／kgとした。

4: 溶解電力原単位を700KWH/トン電力

料単価を13円／KWHにした。

5: 燃料は重油又は灯油で、所要量は20.e
／トンその単価を35円／.eとした。
6: 予熱時間15分以内加熱温度500°C以上

表 9 プレヒーター設置後、生産横ぽいとする場合
’子 4' Ill 栂 プレ e - , - .:l 11 , 'I ，ト

18 暢 a i守申告白骨 鼠 .u,,nma ・す f ル賓 待，，賃｜”J，ト（W
’ I 一 II一i一・＇r・内Tーー川｝ 一そ t一’l ' ・ ’ li'l II> ・ ( f川 Ill ・<A.一一パ Fー円 I））・l •Tl・Iー 11, 
100 ' 13.2曲 t曲 P i色＇＂ 700 4『， 200 ' 29111 

冨理主 旬T帥 (~) ‘914 2100 Cl）百lO -181・

日lO ~1(抽 .-i,,o, 81司。 1却。 (151 必lO 7的。

I.OC抑 1:12世間 f領，Ol 1.6380 7問。 '2S l 自国 川布。

l割lO I田宮河 川 Oお？ 2157 0 1(1切。 ,,, 刷陪 !2070 

2-'宜的 265.20!〕 1山）） 1.276③ I 1000 r 6 l I :?00 l,0760 

主喧y、 !]J ',{)J • 171)): H1J50 17切 9 < 9 l I咲lO I 1450 
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図13 スクラップ予熱炉設置後の溶解量
とメリットの関係

表10 プレヒータ一段置後、出湯量増分を
生産増とする場合
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とし、予熱材投入iとより溶解電力原単位18銘減少するとした。

7: 出湯量の増加率は20%で、出湯鋳込要員（造型鋳仕上げを除く）減を 100～300ト

ン／月の工場で 1名とし、以下同様に 500トンで 1.5名、 1,000トンで2.5名、 1,500ト

ンで4名、 2,000トンで6名、 2,500トンで9名とし給与を1人 200,000円／月とした。

8: 生産量は2096の出湯能力増でも従来のま、の場合と生産20%増の場合を分けて比較

した。

g: その他生産増による利益寄与、水分除去による安全性、付着せる塗料・鋳砂・鋳除

去による不良率減少及び従来の購入対象外の低品位材の活用等々は図表iとは見ていない。

7. 現有各社の予熱炉

現在設置されている各社の予熱炉は附クロスの調査によると表11の知くである。

すなわち、材料の投入方法は 表11 材料予熱装置、各社の構造比較表

(a) オシレートコンベヤ

(b) ロータリーコンベヤ

(c) チャージングパケット

の方法があり、エプロンコンベヤはない。処理能力は0.5～3トンで予熱サイクルは5～

15分で数基の予熱ラインを併設している例もある。バーナーは上方、下方何れかに設けら

れているが上方が多い。

パーナ一位祝 上方から吹込 下方から吹込

付料送方式 コンベアタイプ パッチタイプ ロータリータイプ パッチタイプ

V社、 BB社 B B社、 S社 C E社 V社、 BB社
メーカー｛販売） M S社、 CE K社、 C社

社、T社、K社

8. ＊吉田

溶解材料の予熱効果については、操業及び炉の設計等未だ数多く改善すべき点があり、

上述以上に良好な成績を上げることが出来る乙とを確信する。諸賢の適切など助言を期待

している。

なお、今回の受賞は日本鋳物協会東北支部長大平五郎先生、新日本製鉄釜石の千田昭夫

先生、東北大学渡辺融先生、秋田大学宇佐美正先生はじめ鋳物協会の諸先生及び関係者の

お力添によるものであり、文設備の開発その他にど助言いた Yいた側クロス、東築工業側

ならびに設計から操炉迄骨身を惜しむことなく協力いた Yいた当社の道山工場長、荒井保

全課長をはじめ技術部の各位K厚く御礼申し上げる。
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第 98回全国講演大会諸行事

多くの会Hの姿がみら.／t. ｛信i兄てあ寸た．
この円｛主，仙台の！絞！とと ）：＿γーについてのω
人見学会が行われ．約30名の参加i行があ .，

たーまた夜には．公的；L七 7-;,,:rンヵ：ホテ

ノレftltf.フラザで{iわれ．約350..f，，がw・づて
12,~大だった．

日本鋳物協会の第98回全国講演大会並び

に関連諸行事は，11月1日から4日までの

4日間仙台市長町字選絡の東北工業大学を

主会場として，約700名の多会者を得て開

催された．本大会は，東北支部としては昭

和4（昨秋の仙台，昭和49年駄の盛岡に次ぐ

三度目の大会行事である．支部では新幹線

開通を待つての開催を唱えていたが，けっ

きょく諸般の都合でその開通を見ずに開催

に踏みきることになった．

第98回全国務前大会

( {th台）記念の文鋲

1 1月3日： lJliAに引わい、て研究発夫会が

行われ，午後 ll時からfXJ,1 会場で， 気~ 81• 』｜

のγンポジウム“鋳物の耐？.！¥VI：”がl;fJHI＇’さ

主会場には東北工業大学を選んだが，この大学は教室

数が多く，しかも各室が省後しており，交通の使も比t主
的良いので，さまざまな学会が頻繁に聞かれている．た

だ，息抜きできる緑地などが皆無に近いのが惜しまれる

点、である．大学を利用させていただく関係で，日程は学

校の連休を利用しなければならなかったので， II月初旬

の開催となったが，この時拳になると例年朱くなり始め

るので，若干の不安はあった ．しかし 気温，風の強さ

を除けば，幸いにまずまずの天候だったといえよう．

宮城県自体は必ずしも鋳物の感んなところではな レ

が，東北支部全体の応援を得て，大過なく大会を終了さ

せることができた．関係各位に厚く，l91JJ.を表する次第で

ある．大会経過の大要は次のとおりである．

11月1日：“新しい鋳鉄材料の動向”と題する妓術講

習会が， 98名の受講者を迎えて行われた．このテーマを

選ぶに当たっては，過去10年間のテーマを調べ，じゅう

ぶんに審議して決定したもので，熱心な講義と質疑応答

が行われた．この日には，主会場からさほど)itくない'j'j・

1庭山のカソトリークラ ブでゴルフ大会が行われた．ま
た，午後からカタログ・コーナーの，没蛍・が開始され，

やっと翌日の大会に間に合わせることができた．

11月2日：講演会湯（ 1階），カタログ ・コーナー（2

階）は先に蜂の巣形の講義敏の周辺部に位位しており，

中心部がロビーとなっているので，会員の移動及び管PH

には極めて使利である. ~湾総会場は 4 室に分かれ， tfll

日には約60件の発表が行われた．

カタログ ・コーナーには37小聞の展示場が殻けられ

た．使用教室は2室でやや手狭の感があったが，終始，数

れた．

1 1月4日： 工場見学には約240名の会民が6.fj[f二分カ・

れて参加した．見学先は＊北地方南部の工場と沿線の制

光地であったが， f1 円は木大会のWH:\J •rで1，土もl込い天候
となり，関係者をほっとさせた

なお今回は，参加lお全員に，記念として鈎鉄組織をレリ

ーフ状にデザインした円形の文鋲をi右上げたが＇ :l-i~＼に

召していただけたかどうかー． （渡辺 倒！）

研究発表講演会

I I ~ 2日 （日）' 3口 （J-l）の両日にわた り，』ldtr:r

大学で：4会場に分かれて合計・ l15 /'I：に及ぶWT（：な研究成
果が発表された．両日とも“天気P，＇；－即！なれども栄さや

やきびし”といううらみはあったが，エオノレギ一節約が

R呼ばれているH寺普うでもあり， しかもJ'L斗rr(i)ijのみちのく

ftlt合での開miともあれば，この限度の’'J)（，さはやむを｛リた
かったことと抑克也.！（じよ）願L、たL、 しかし．会場内

は烈＼）（｛に満ちあふれ，知識，経験の交流l工作色iQるまて

あtけられたので，研究発友会の11(1(Jはじゅうぶんに県た
されたことと思う．

議i'iitの全会場が同じフロアに配｜位された乙とは，本大
会の山色の一つであり， rm昆から；';JI土佐への移動iこ日、.＇fi/:Jを
空白せずにすんだ．他）j, ロビーでの欣a淡の1l；が会場内

にまで述する場合がままあった．今後長lillを1l!する点で

あろう．例年と同級，今大会の参加1t;・もきわめて熱心

で，述｛本のl時JUJだったにもかかわらず，各会場とも終II

ほぼ満員状態であった．座席不起のため，立ったままで

聴務せざるを得なかった方々に対しては，会場i没f蓄を担

当した者の一人として，心から不手際をおわび申し上げ
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る．

ノ）＂1111の”排出でも．研究対匁

とLて.i:i!:ばjl た ~la\ 村 f1!主主Ii

,t、ヵ：IE{ylJ((J iζ 多く（60「l汁 ，
-JI＇・j1d'i金（IS{'l・l,i'i倒 （IO

1’I')のfl『iである．二の傾1t,J(i
過去数｛l'-1:ll変わらず，jlj物産

業のゆるぎない伝統を物g諮る

ものであろう． しかし．特殊

j知也ー法による似合材料ゃ CV

jl＿』ti.:、の製品J・に｜刻する研究など， i'iい将来に大きな飛飽を
-fjLJJさせるツj・作が少なからず科Hりされたのは，頼もしい

m占りである

；持品i’内谷をjlj物の製造プロ七スの観点から－fl'f （ベ

つ） して気付くことは，総解あるいは裕湯処理に関する

分nの発表がきわめて少数だったことである．また，鈴
造ブ'H長＇ i，品流れ， 疑問にl測しでは~－重な基礎研究がし、く

つか報告されたものの，相対的には数少ないーこれに対

して型砂，粘ふ’，剤，造型凶係，あるいは鋳造？i/1の活性n
については，これまでどおり多くの発表がなされた．

研究発表に了l・を傾ける人々

鋳物の製造に復filな工程が必要なことは，いうまでも

なL、 それらの工叡には，それぞれ重要な研究際題が山

新しているはずである．そしてその多くは，長年の努力

によってはじめて解決への糸口を見いだすことになるで

あろう．そのような幾問に取り組まれておられる会員初

氏が，いわゆる業総主義の風潮にmされることなく地道
な研讃を都まれて，その成果を公表される円の近いこと

を期待して捌（かく）怨する． （佐藤敬）

シンポジウム

大会第2日目の午後から第4会輔さで第8回シ・ノポジウ

ムが開催された 今回のテーマは “鉛物の耐熱性”であ

る 鋳物材料はいろいろな分野で利用されているが，今

盛況のシγポジウム

回i主特に高温における材料の適性及び将来の展望につい

ての論議が交わされた シンポジウ也は大阪府立大学の

llu］体郊夫京司会の下に進行し．次の議/:'Jiが行われた．

鋳鉄のf次長現象と耐熱性（長岡金吾君），鋳鋼 .j耳i鉄の

耐熱疲労特性 (t企図公扶君）' j尚治金属の高温酸化（渡辺

倣君），耐熱鋳鋼について （村上髭ー君）， 自動車用アル

ミニウム合金（小宮山芳朗君），ガλ ータービ γ用超耐熱

~I造合金の特性について（雑賀fl規;ft 他）

取りあげられた材料は鋳鉄，鋳鋼，Al合金，組合金の

広範凶に及び， 内鮮としてはお温領厳における材料の物

迎的・化学的 ・機械的特性など，耐熱性でー揺される

種々な問題について報告が行われ， 2待/:'Ji終了後には活発

な総f;討論が展開された.it-加者も数多く， 100人程度

だったと恩われる． （渡辺融）

技術講習会

ll月l日， 『新しい鋳鉄材料の動向』とし、う主題で次

のとおり才n主義な:l1¢Mがあり．活発な討論がなされた

懇切に論述する緋師
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参加者は98名であった．

まず近藤講師は， 金型鋳造における急冷をあえて~｝jが

ずに，チル化をSi添加によ り防止し必要に応じて熱

処理によ り部分的チルを黒鉛化すると，フェライト地徴

細尖晶状黒鉛組織になり ， ？.'.:i強度~1鉄が得られるので，

その利用が期待されることを述べた．次に千回講師は，

省エネルギーのためにフェライト地球状黒鉛鋳鉄を鈴放

しで得ることを試み，その必要条件は黒鉛絵数のI首加と

T→G+a変態と y→P変態との温度間隔を広げることで

あり，更にNi,Al, Ti, Moを添加すると伸びがあって

しかもパーライ ト地球状黒鉛鋳鉄に匹適する強さが得ら

れることを説明した．松下講師は，パーライ ト地球状：？.，

鉛鋳鉄を a-r-Gの3相共存領域に加熱すると微細な

α－r共存の基地になり， 2相共存のためにrの成長が巡
し適当な冷却法をとると rはマルテンサイト．パーラ

イト，ベイナイト等になるので，穐々の良い特性を持つ

鋳鉄が得られること， SiとMnの偏析による変1/Yt温度

の偏りは， SiにはNiとCu,MnにはMoの深刻lで調殺

できることを述べた．また浜田講師1は• Mgの少量添加
で球状化率30%～70%のコンパクト ーパー.iキュラー泉

：鉛鋳鉄を作ると，引張り強さ，f申び，曲げ疲労強さは球

状黒鉛鋳鉄に近く，熱伝導性，鋳造性は片状黒鉛鋳鉄に

近 く，減衰能は両者の中間で，被削性も良いので．有用

な材料と恩われることを示した．扱後に丹羽講師は，高

クロム鋳鉄は耐けい砂摩耗性に優れ，マルテンサイ ト鋼

の数倍の強さを持つけれども，

冷却中や切削中にll;'~Jれやすく，

溶媛補修もできないので，きわ

どし、材料であること，したがっ

て一般には，まだ低合金焼入れ

織や高 Mn鋼が用いられやすい

ので，研究が期待されること等

を述べた． （佐藤有）

交歓レセプション

講演大会初日の夕方，場所を

東北工業大学からホテル仙台プ

ラザに移して交歓レセプション

が開催された．全聞から約 250

名，地元の東北各地から約 100

名，さらに外国からは中国 9

名，線国6名，ブラジル l名の

重量加があって，会員の奥機方も

交えて室長 （はな）やかな雰囲気

で進められた．

司会は:{L.JIサIIと新lオ鉄側室長，hの千111iil1JimJどがつとめ，

まず大平大会委員長の歓迎のあL‘さつ，17.In会Jiのあし

さつ， 統いて来賓のm北T~）；：＇.学FJ!・hJ毛./llll川：！！［.＇，氏 ，イR

属博物館長今井ry｝之進'.fif十数段（左l：の’うてm 新円本製
鉄帥釜石製鉄所長山内（.氏がニもごもなって／/;Aかト悦討

を述べられた．次に，次JPJ大会開催地関東Jピ郊の/l''/U:fff:
良から明if.・の再会をJ~H存するあL・さつがあり ， 以後に，

17.開会長と人.;v,大会委員長による鋭聞き （布 lの’デμ）
によ って祝宴に人勺た．

祝宴の乾杯の苛阪は， ）..：. 会i,\IJ安~ J之の多t'U成製鋼側聞

秀夫社長がとられt.：.，みちのくの荻朴な味を綴り込んだ

ホテル自慢の料FJ！の数Aは，符様にもじゅ・〉ぶんお楽し

みいただけたであろう ． 安なかばにして， 1jij会J~ . '.fd宇

会員の谷村照先生，，，寸閤j.lj進学会J!j¥,Jけミ栄科氏．鶴岡}lf

ill!大学校教授緩晶鉦氏にスヒーチをお!!iiiし.し，またlisi1去

の万才三唱は，水沢鋳物組frJmサm.岩手j.lJH塁側社長の
保ijJt!.!)J;'.男氏によ って，本協会の今後の発！艮を祈念して行

われた．

フォーマルな行事のあとも，会場ではなおよーり燦レr(ri

々がたがいの話にイとを咲かせ， しばらくははなやレだレ

プショ ンの余fill( し、ん）が消えやらなかった．

(:Jj:JII克也）

レセプシ uγにのぎわい

4
4
・

円
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カタロゲ・ コーナー

カタロタ コーナーに；1111.v，てられた却｝せは研究発友会

場のすぐlの 21祈である．人・手の教室を手lj用するニと

と，その教￥.がj凶常の－1ffJ｝移ではなく．6角形をなすの

で， IJ •~ ，1 ·；小川のr1cii＇，＇.に~tiを悩ましたが， 無事に 37 ,J、HH
(26tl：と2組作）を 2教竿にう まく配Viすることができ

た．ノ；j111(;t, 見［」tJ也Jiのfii物の~l介も行うことにして，

カ世ロ Y 1 ーナーの－j,<)hjに＇／：・F.秋LIi2 リ.＼の鋳物関

係の組介からの C',fil物tcと．が民ぶされた．

このコーナーでは，鋳物関係の機総．設耐Ii，原料，日lj

fi材及び新製品のカタログと現物の展示が行われ，小l:ll

の配位が上述のようであったので， いささか通路而.fJ'tが

狭い感じだったが，反耐，会掛11・1,¥'J時極めて峨況の防相

を示していた．

大学のii/庁：後H寺！HJな どの：l,IJ約により，~入に際してはい

ささか御迷惑をかけたが，出品各社の皆様の御比I；カによ

り，無事に終了することができて，心からの謝意を表す

る次第である．また， 会場の提供を許可された東北工業

大学関係寺町ーにもl写く お礼を申し」てげる． （渡辺 融）

工 場見学

第 1I涯。金属博物館，多賀城製鋼（株）

11月4臼（火）， 冬の訪れを告げるように今年初めての

氷が張った’ぷいi;QJて’あったが， :JIサ｜｜先生はじめ23名を采

せたパスは，定刻の9.00を10分遅れて仙台駅前を出発し

た．何といっても第 I班の特色は，一行の中に中国から

大会に重量加された栄中国鋳物協会理事長， 李ハノレピン工

業大学教授ら中国船納工業会社の人々を主体と した8名

のメ、ノパーが加わったことである．私から冬への喜多り変

わりも急となり，木々の繋が落ち始めている街路を通

A 

り，{Jr述家三（＼：の刷（びょう）である瑞l払殿（ずいほう

でん） にずれ、た．杉林の閑静な慈所であり，「自分が死ん

だら，このあたりに葬ってほしいもの…ー」と政宗が杖

で指示したといわれる広瀬川のほとりにある豪華な桃山

儀式の代表的なill築物で，ri1J民主では多数の小学生が写生
をしていた．弘；（・こ．パスは11J点E山の仙台域社へ向か〉

た 「l=J:（もり）の邸」といわれるだけに，美しい自然に

l＆り凶まれた山頂に位lu'.している．この主主は，m!lミ5年

(1600年）に政宗によって築滅されたが，その後火災で

焼失した．土井晩翠の「？花嫁の月」の詩叫があり，懐し

く思われた．

11. 00ごろ金以博物館に活き，パスから降りたところ

にびっくりするほど大きな断面試料が屋外に据えつけて

あった これは400t鋳鋼見のi析而であった．館内へ入

り，今井館長から中閣の布銭，釣り針， パクダット電池

など，興味あふれる話をIll！き，組先の残した創造への意

欲がうかがわれて，今さらながら人実質の偉大さを思い知

らされた．話ーのあと館内を見学したが，古銭，たたら製

鉄の復元校ー型．南部鉄総，初期の電子顕微鏡，現代銭術

の製品の数々と古代から現在の先端技術まで集めた展示

品があふれており，.！，l学時1:nの短さにうしろ妥を号｜かれ

る思いで博物館をあとにして，東北大学金属工学の50f.均

年記念館で昼食をとった．

午後はイill盗工業地帯のパイオニアとして昭和27年旧海

辺鈴鍛工廠（しょう）跡にll!殺された多賀主主製鋼帥を見

学した．高橋専務のあいさつに統き ， 岡村~2 製造部長

から工婿の概要について説明があり，工場を見学した．

従業員263名で，月産約500tの鋳鋼を製造している．

全製品の80%が普通鈴鋼，残りが低合金鋳鋼となってお

り，用途は建設用40%，パルプ40%，その他20%である．

設備はエル一式3t電気炉2基，モーノレディング ・ライ

ン，スリンガーーライソで，広1，子は CO2とフラン砂であ

Fh
d
 

nノ
U



る.r線装置，超音波や磁粉の探傷装置などの検査設備

が充実しており，品質管理商のチェッタに重点が置か

れ，品質第一の姿勢がうかがわれた．見学のあと，質疑

応答が活発に行われたが，中国の人たちの質問では，生

産性に関心をもっているようだった．

2.50ごろ，工場を辞して多賀滅史跡を訪れた．歴史を

ひもとくと 724年多賀城設置とあり，奈良時代のはじめ

に陸奥の国府や付属の寺が造られている．ここは特別史

跡に指定され，家良の平減宮，九州の太宰府とともに日

本三大史跡になっている．

第 1班の見学は，以上のように仙台市を中心にした観

光と l社の工場見学という日程であったが，好天にmま
れ，中国の人々とも終始なごやかな和気あいあいの雰劉

気で，日中親善の成果も大いに挙がった一日であった．

この見学でたえず陣頭に立ってお世話下さった井川先生

と幹事の方に心から感謝しつつ，仙台駅前で解放した．

（戸崎宏）

］ニ.. ，カウヰスキー仙台工場， 山形鋳物工業；第2班．
•... ：団地，山形非鉄鋳物団地， 山形県工業技術

センター

第2迩30名を乗せたパスは，9.10仙台駅を出発，山形

に向けて48号線を約1時間，紅葉のすばらしい広瀬)IIと

新川が交わるあたりの山ふところに抱かれたウヰスキー

のふるさと，ニッカウヰスキー仙台工場に到着したー工

場はミ ネラノレ分の豊富な地下水をもたらす山に図まれ，

霧やもやが立ち上がり，源、酒のPi.I成に必要な澄んだ空気

とオゾン，適度な温度と湿度に恋まれている.50年古ii,

竹鈎政孝が選んだもう一つのウヰスキーのふるさと北海

道余市の厳しい表情とは異なってやさしい風情があり，

赤れんが造りのキル‘ノ搭や貯蔵庫が山4に映え，工場と

いうイメージは全く感じさせない．見学の後，ウキスキ

ーとワインに舌鼓．お代わりは何杯でもOK. 誰かが，

「水簡でも持番ますればよかったナー」と爆笑．

紅葉の作並温泉を後に石山峠を抜けると，雪を頂上に

いただいた月山や朝日連峰を望み，次の見学地山形鈴物

工業団地に到着．昼食後理事長の四釜市郎氏から問団地

vてι; , ,,_;i~; r・; －目
工場見学のスナップ B 

の概要を紹介された．問団地は泣かなi'I然Jl.1t立にめぐま

れ，山形西部工祭団地内に近代的な工.tl,,¥,iは走行の，没Wiを

猿え..ii!設は昭和49年に完成した.111形$Ii物の900fドの

歴史ある伝統技術から巡りだされる製品の優秀さは全向

的な名j"tiを博し本県の伝統ff：業として発展してきた．

j也峻との協調性を大切にして，公告のないJll！泡！的な｜引地

造りに巡（まし、）進しているとの説明があり，その後14

企業の中から日用工芸品rj1心のilliE&i；足j側と東北以北I唯

一のJISラジェター－メーターの脚'f,:f.11鈴j住所の2カi苛

を見学した．

山正鋳造悌は大正5年にfiiJ糸工場数j也9.900 m2, .if 

物2.330 m2,従業員40名である．主要製品は茶の泌後

（がま）．ステーキJill，オイル ーパン．ステーキ続き用鍋

（なべ），鉄瓶などで，伝統工芸審査員もしておられる社

長を中心に，察本トな鉄の心を追求しており，長い労力と

尖践により “良質主義を1'-tく日本一二の山正”との評を仰

ている脚名和$／j造所は，昭和3年に創業．工.Iii,＼！歓地

16,500 m2, 建物4,596m2， 従業員80~であるー 主~製品

はマンホーノレ ・カパー，JIS暖房用ラジェター，球状J.1.¥

鉛鋳鉄， 耐熔粍 ・ 耐熱鋳鉄の品で， 生iJ€ :lrt；は Ji 政 2501.

浴解は3tキュポラzu：，保持炉， 4t低周波2巡の組
合わせで，溶湯量；を確保している．特にラジェターの：，，

子は焼結レジンを使用し，もたせにケレンを使用すると

圧漏れするので，釘（くぎ）を使用し，水圧テストを3

回も行っているとの山．その他，キュポラで球状烈鉛鋳

鉄を月産約20t生産しており，生型の特徴をよく生か

し技術的に非1il,・に興味ある工場であった．参加者を代

表して東芝機械輔の佐藤輩博士が謝辞を述べ，同工場を

辞して次の目的地へ向かった．

山形非鉄鋳物団地では，横倉邦夫日lj型事長から級~説

明があった．昭和52年6月から本絡的核i動を開始し，f,'i
鋭t2社のW，撲によるめ：統式発光分光分析装世によって．
そのような配合のアルミ合金も消化できる体制を盤えて

いるとのことである．また，全悶に先がけてアルミ ・

ホット・チャージ方式をとりあげ，金型，砂f!U,シェノレ

型，ダイキ十ストによるアノレミ製品を各社の特徴を生か

して生産している．説明のあと，五ilg金属工業側と北日

本軽金属紛の 2社を見学した．

五進金属工業側は昭稿118年5月に役立され．工場規艇

は土地8,501m2,建物3,471m2，従業員数68名．主要設

備として鋳造炉10基，鋳造機20台，他加工設備，自動旋

盤23台，表面処理設備，自動アルマイ ト設倣等を備えて

いる．同社は，アノレミ鋳物語'if物メーカーとして東北地区

最古の歴史を誇り，生産規模において全国のトップ・レ
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ベんにある金司~鈴j告ーから切削加 I:. lvrlf¥; /Jll T, アルマ f

トイ住民冷淡をイ吋J}dri処Jll！まてー・!T体制jで製造してお

り．全の｜似tおも令：11ヰ ・ILJに及んでいるとのことであ勺
た．」tfl本料益7.//fl側（主 l月占縦模ー1:.11担6,300m',ill物2,190

m＇.従業H数：341',, l・.’＇&i，没針｛！として反射炉 （1iii炉｛・J-) 5 

Ji巳，γル ζ館前Jfl!l； じんう~ Irr'. l：式，1ri:,oc式光分光分析装
li't I J，巳をHHえ．γル ミf・ウ人てJ大｛＇；金地金を新鋭する見 i

.ltl1土人ーの fi'i~li メ ーりーて， Jj 11（約I.000 tの能 ）Jをも

ち．インゴノトのアルミニウムj也金はもちらん金同心初

のホソ ト 千十一ジブj式（前沿アル ：）により，mけた
ままのアルミを各社のjlj）位工場に供給している.Jl＇.学後

会議屯で＇l'H:.Ut：干キがあり，ホソト チベージJI式に'.i'tl:ll

が＊＇ ＇＇した.!lζ／・れを（X:t＜して足利寸1楽大学教授の高稼i

i誠次1.（が，,gt,Wを.id!ベて見学を終わったー汰のよ4学先山形

県T.:Vi技術ーヒンタ ーでは，会H-l武所長から工業技術七ン

ターの慨必lこつI,，て説明があった．当七ンタ ーは昭和55

11'-7 J Jに修転したばかりで，政j也ffli-O'i66,116 m王建物延

l而杭は本館，エネノレギ－tw，災E食品I(その ｛出合わせ て

10,995 m＇あり ，19rJ1以下似日は70名 以内中小企柴の

制談相手として， 1:_jlj';：妓！1'iの向上， 発展に必~なi試験．

研究，J行滋を行っている． しかしがf，没したばか りなの

で，今後史に内作の充尖を閃り．より一階JVJ待に治える

ように努力しているとのことである.ill物内の案内及び

各工業問j也について説明をうかがレ， i時1::1の凶係で金//fl

,'ill. jlf巡行II，機械部だけを見学して，15.30図 Fヒンター

を砕し，16. 10111形駅へlt＼，、た．

今川の可f芯.,BiなJl:'.r：会を受け入れて下さった 5工場立v.
びに山形工芸誌技術七ンターの今後の発展をお折りすると

共に，引＊のジ；をと って下さ った工然妓術七ンター・嘉

納J{;Iこj’Zくお宇しをrj1し上げます． （川崎洋一）

第3JJII.福島製鋼（株）吾婆工場，伊達製鋼（株）

先日米の匁%もすっかり和らいだH本11,'fJLの札参加

者47~を采せたバスは， 払＼ hh駅Jlifを9 . 00過ぎに出発． よ主－

くに初1iをいただいた安述太良， 苔2..t両述書草と，近くに

Iなり王立された稲$￥込や りんご，布Iiの風J去を左右に眺めなが

ら＇9. 30t1 J:.•1製鋼脚否£工場に吾lj泊 した．

さっそく ，i皮辺取締役から歓迎あいさつと，会社のi{4

,y;.・慨裂を紛介され， われ、て，偏向m2製造部長，戸沢
取締役，佐藤化工隊長から，子守'2f.工場における鋳鋼，球

状.＇.U祭i鋳鉄の生vic概況，自主要IBH/1i1宇のほか，同社で開発
されたm炉訟による屯椴ジノレコニアの特性，用途，生.ilE
状況等について;lc'j，紺！な説明があった 同社は，本社，制

品工場，吾妻工場，日荻工場から成り，全従業員 1,055

工場｝見学のλ ナγ プ C 

:f, ' t';-iliJ $If.鋼 2,600t/J-J.特殊鋳鋼400U月，球状.＇H鉛iii
j;I.:, I. 300 t／月，ジルポン220t／月，溶解ア七チレン 70t/ 

月を生保しており， j/jj調．球状！／拙｝鋳鉄の50%（主自動車

苅で，他11パルプ用，u：築用， その他である．ジルコニ
7 （ジルポン）は全国生産の 70% を占めており， 耐火

材．発非主体，ゅう薬ti{,の外．悶体11]'.解質としての用途も

見いだされ．金属溶解用，石持Ii化学用，原子力用，宇宙

工学用，屯下工学用のほか，燃料電池用としても注目を

絞めており，吏に，新用途，新製品の開発も的経的に推

進されているとのことである

手~－ M工場（i!£<'{t也約 9 万 m＇. 工場~屋 4 万 m＇，従業員

510名で，普通鋳鋼1,500t／月，球状！財白鋳鉄1,300t／月，

ジノレポγ220t／月を生産しているー10.30から 5斑に分か

れ． I：として込・型，鈎仕上げ関係を見学したが，作業環

境，とくに安全に作祭できるように隅々まで配慮されて

おり，向動司IJfH米安総品（例えばアタスル ハウジング

手）は全数マグナー検査を行うなど，品質保証に万全を

Jt)jしている．自主管理活動が極めて活発に行われてお

り，1'1エ不運動にみられるように，昨年同期比約40%の

豆拘11節減を述成できたのも，各自主管理グルーフの地道

な所!fi/Jのfi'iみmねによるものが大きかったようである．
”トータル ハワーを発抑して，手lj必目標の述成を.WJす

る”との経営方針が工場全体にくまなく行きわたり，各

人の持つ））を結集して激励の80年代を乗り切る姿勢が，

随所にμ受けられた．昼食をまじえながら活発な質疑が
交わされたあと，ILi川産業の浜田繁之氏から同工場への

謝辞が述べられ，12.50 ~ー去して， 次の見学先へ向かっ

た

13. 30，伊述股鋼闘に到析しき回社長， 村回取締役

等から，限られたill家内で効ネよく多縄少量生産を絞け

ている同社の実態について説明があった後， 13.50から

小機，高橋同課長空宇の案内による工場見学に穆った．主

要納入先だけでも60社に及ぶ多種少量生産を手狭な工場

内で効本良く，しかも安全に達成するための創意くふう

可，．
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が，昭和12年創業という伝統の中に組込まれており，見

学者一同にとって多大な参考になった．フラン樹脂造型

法も，導入開始当初にはかなり苦労を重ねたとのことで

あるが，現在はほとんどトラブルもなく順調に稼働を続

け，生産性も従業員300名程度で，従来の500t／月から

700t／月へ向上している．さらに今後の飛躍に備えて，

生型造型法の合理化を検討中とのことである．特徴的な

点は，横中ぐり盤をはじめ20台に及ぶ機械加工設備をも

ち，仕上げ完成品としても出荷できる体制を整えて付加

価値の増大を図っていること，及び工業用r線探傷機を
はじめ各種試験検査装置をそろえ，信額性の高い鋳物の

生産に努めていることで，国鉄，海事協会，ロイド，

米，独，仏，ノルウ zー，その他の船級協会の工場認定

資格を取得している．より良い品質のものをより安く造

るための方策を常に求めてやまない同社の姿勢に，今後

の鋳物工業の生き方の一つを見た思いがした．日本高周

波の喜多新男氏から謝辞が述べられ， 15.00，同社の見学

を終了した．

そのあと，かつて都人が歌枕として詠み，芭蕉（ばし

ょう）が奥の細道行脚に立寄り．文人正岡子規や墨客小

川芋銭も足を運んだとし、う信夫文知摺（しのぶもちずり）

を訪れた． ここは福島駅から東へ4kmの山間にあっ

て，晩秋の夕日に映える紅葉が美しかった． 16. 30, 福

島駅で解散した．

今回の有意義な見学会を受け入れて下さった各工場の

関係者の方々，並びに引卒の労をお願いした福島工試の

大里様に厚くお礼申し上げます． （瀬谷修）

j第4班 j三菱製鋼（株）広田製鋼所，会津精密（株）

秋田和に恵まれた11月4日（火），第4班38名は会津磐

梯山の麓（ふもと），会津若松市近郊の三菱製鋼綿広田製

鋼所と会津精密綿を訪ねた．

まず， 11.20ごろ広田製鋼所に到着．松下副所長，鎌

田次長からの説明を受け，新田課長はじめ恐田，二宮，

宮崎の皆さんの案内でさっそく工場を見学した．広田製

鋼所の歴史は古く，猪苗代電源地区の豊富な電力を利用

するために大正13年に特殊鋼塊の製造を開始し，昭和38

年以降は鋳鋼品及び鋳鉄インゴット・ケースを生産して

きた．敷地面積91,200d，従業員170人で，鋳鋼520t/

月，球状黒鉛鋳鉄（インゴット・ケース用〉 150 t／月を

生産している.5 t及び15tのエルー式電気炉各1基，

500kg高周波炉1基の製鋼工場で，炭素銅からステンレ

ス銅，高合金銅まで40～100銅種の溶銅を駿重な溶解管
理のもとに鋳造工場へ供給している．

造型プロセスは，小物量産品を生型機械造型で行い．

100kg～1 tの中物はVプロセス及び COz法で行レ．

2～10 tの大物はケムレッ自硬性法で行っている．水カ
ラス系の砂は全量回収再生され，’空気輪送によりミキサ

ー・ステーションまで搬送されてレる．砂の符.JlHでは，

数カ所で採取された砂について特性チェ・ノクがたされて

いた．特筆すべき点は，；rr,圧スチーム・タービン，ガス・

タービンのケーシングやインナー．，、ーヅ．またtW肉の

車両部品が極（きびす）をfi'.2してj告型，鈎Jむされていた

ことである．仕上げ工場では20tシヨゾ I・ ・ソラメトて

砂落としされ．水ガラス系のプロ七スが用いられてしる

にしては，いわゆる砂滋とし子作業が少ないように感じ

られた．また同所では， 30t, 20 t, 5 tのff(ifil.,くッチ炉．

連続式焼入れ焼戻し炉，各1基により熱処聞が行われて

いて， 52年以来省エネ対策が実施されてきた．

機械工場では各種ケーシング，タービン部品などの加

工が行われていた．同所の特徴は，溶解，熱処理におレ

て多くの材質の鋳鋼をうまく管理していることと，溶i易

から機械加工まで一貫して厳しい品質管珂！の下に製造さ

れていることである．同所の製品については，歩どまり

40～70%, 平均52～53%とのことである． 今後も ＂ ti.~

練”を売る方向で，手込め造型製品も監視しながら，機

械込めできるものをニーズに応じて伸ばしてゆきたレ，

との方針を松下副所長からうかがって，昼食ののち会沖

精密鱒へ向かった．

会津精密紛は， ミシンの東京重機が 100%出資したロ

ストワックス精密鋳造品生産会社で，従業員は 100人．

48年にPFI(USA）と提携し 55年 MIL規格工場に認

定され，現在，電子関係，自動車関連，その他精密機械

に関する精鋳品を生産している．生産量は製品30～35
t／月で，最ガ7kgのものまで生産できるとのことであ

る．向井工場長，川田製造部長からの説明のあと，金型

設計から製品検査までの工程を見学した．金型の設計，

仕様がとくに重視されており，それに従って外注製作さ

れた金型や社内製作された金型に，約10台の射出成型機

でロストワックス法の模型が次々と作られており，なか

にはソリプル・ワックスの中子の使用により，インベラ

ーなど複雑なものも作られている.25。C，湿度65%に調
整されたルームで，ワックス模型にジルコンサンドのコ

ーティング，アルミナのサンディングが行われたのち，

120～150'。Cの蒸気によりオートクレーブ内で脱蝋（ろう）
されている．その後， トンネル炉で1,030。Cに焼成され
た鋳型は， 200kg高周波炉1台， 100 kg高周波炉2台

の溶解場へ送られている．炭素銅から耐熱銅に至るまで
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各純材nのものが$Ii造されていたが，その他，銅合金，
アル i ニウム ｛t金も~mされている． 現在， f;'l'M品の納

miとしては，金J包製作WJ/::Jを日ljとして受注後出荷までに
約40LIを傑併としているとのことであった．

見学を終わってのち．続的f＼＇：湖畔を粍て 16.30ごろl:!i

11 lで解散した 出先からM~＂'c ー 解散まで案内された三去を

製鋼側広川製鋼19[の鎌Ir!さんに総主主な説！:TI：；を友したい．

( ／~干多 n'n 

第5Il!I 東北三菱自動車部品（株）， トキコ鋳造（株）

1：一つない秋附れの中を二本松釈に集合したよ4学者49

名（l., トキコ鋳店側の近氏に迎えられた・9. 30に］I北三
会自動車部品闘に向けて出発.10分後には阿武限川に隣

後する同工場に到れした．会議室で角谷常務から工場綴

況の説明があり，われ、て竹村製造部長からライン憐成な

どについて詳細な説明があった．

工場見学のスナ γ プ D 

同工場は，敷地商品：＇i324,000 m＇，主主物40,000m2,従梁

.P.約 500名で，j/j造部品及び鍛造部品を製造して い る

が，長年造工場のほうが新しく，昭和52年10月に滋換を凶

始した最新鋭工場であるー生産i止は約3,500t／月であり，

うち10%は球状/.IA鉛鋳鉄を生産している．自動車j宵鋳物

が多く， 他に産業機械用品!J物も製造している．ねずみ鋳

鉄部品としてはシリン〆ー－ ブロック，ゾリンダー－

ヘッドなどがあ り， 局f状！込鉛jl.』鉄部品としてはデフケー

λなどが製造されており，全部品点数は約100点に及ん

でいる．説明後．6班に分かれて見学に務った．

主型造型は三菱－SPO400!-lSS造型機（I , l 00 X 1, 300 

X350/350，スクイズ圧10～12kg/cm2，造型ス ピード20

sec／枠）が2基で上型とード型な造型しており， lライン

を構成している． 中子造型はシェル・マシン1nさ，コー
ルドボックス・マシン 2J主で行われている．コールド

ボックス中子はシ リンダー ・ヘッドのポート中子に佼わ

れており，造型スピードは約3minである．主型，中子

型共にガ7-.抜きにじゅうぶん留芯．されている．溶解は20

1るつぼ型低周波炉3基で行い，溶t易保持も同じタイプ

の20tるつぼ型低周波炉2基で行っている．注t易機は3

￥：あって，各注1易者が操作し，電車を思わせる注i易機で

ある．球状！良鉛鋳鉄はすべてインモールド法で製造され

ており，！.lJ鉛球状化率は全数超音波により測定されてい

る．鈴逃歩どまりは，現在は通常より 5～7%悪くなっ

ているとのことである．後処理．関係では，特に電気水圧

砂混とし装置によるシリソダー ・ヘッドの中子砂洛とし

工程に，見学者の凶心は集まった．この装置は． 1 i変積

みの30～90個のシリンダー ヘッドと50～80mmfHJ隔で

3万ボルトで水中政屯するものから成り，lOminサイク

ルで処思し，砂はきれt、に務ちていた．

工場内は，これが鋳造工場かと限を疑うほどにきれい

で，環境対策にじゅうぶん留意されていることがうかが

われた．設備としては，総合廃水処理施設をはじめとし

て~－ じん j民共装位などが設置されている.1 1・：30に会

議室に灰り，昼食をとりながら質疑応答を行った．内容

は工場設計方針，砂の蒋生，イソモールド法など多岐に

わたって，活発に行われた 12.00工場を砕してトキコ

鋳造脚へ向かった．

13.35，美しい 自然に凶まれたトキコ鋳造輔の工場に

到活・した 会議室で，多聞社長から歓迎のあいさつがあ

り，続いて望月製造部長から鋳造工場について詳細な説

明があった同工場lt致地面償却，400 m•，建物7,64lm2, 

従業員 100名で，生産盆は600t／月，そのうち50tが球

状黒鉛鋳鉄である．生産品目としては，自動車用ブレー

キ部品が圧倒的に多〈，種々のキャリパーなども製造さ

れている．ほかに，自動車用水ポソプ部品，小型空気圧

縮用部品なども製造されている．説明後， 6£圧に分かれ

て見学を行った

造型設備としては，J-AVS自動造型蛾（500X400×

200/200，スクイズ圧5～6kg/cm•， 造型スピー ド45sec/

枠） (500 X 400 X 150/150，造型スピード60sec／枠）を始め

として，他に BSM 自動造型機， JD2造型機各li基，Fl

小型造型後2基が殺fl!'.されている．中子造型機としては

シ＂＇－ Iレ・マシンなどが5基使用されている．溶解工程は

5 tるつぼ型低周波炉2t告で溶解し，3t溝型保持炉で

溶泌を保持している．ほかに， 300kgの高周波5奪還事炉

も設！位されている．球状烈鉛鋳鉄部品の占める¥Ill]合が次

第に多くなっているとのことである．低周波炉のライニ

ング材にはラダニットを使用しており，通過 t数は2,000

tに述している．重姿保安部品を多く製造してし、ること

もあって，品質に関するじゅうぶんな管理体制がうかが
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われた.14. 45から会議室で質疑応答が活発に行われ，

話題は炉の耐久性，不良の積類などに集中した．

15. 15に同工場を辞して，最後の目的地である南湖公

園（県立）に向かった．この公園は日本位初の庶民公閣

といわれるもので，n紅のもみじが映える南湖の美しい
風景lt.，今大会での疲れをじゅうふ・んにいやしてくれ

た.16. 00，白河駅に到着解散した．

今回の有意義な見学会を受入れて下さった2工場の御

発展をお初りすると共に，工場関係者の皆傑，見学者を

代表して謝辞を述べられた金森新東闘の金森社長，引卒

の労をとって下さったトキコ鋳造側の近氏．実行委員の

皆織に厚くお礼申しょげます （関口 勉）

岩手鏡機工業（株）．及源鋳造（株），（有）及：第6斑 ．
精鋳造所

晴天に恵まれた朝，秩色に彩られた焼石連隊を銚~で

きる胆（l、）沢平野の中核郎市水沢の水沢駅にm合した
43名は， 9.40同駅を出発.10. 00に続手鈴機蛸水沢工場

に到着した．集会室で佐藤専務から歓迎あいさつがあり．

続いて工場の概要を説明していただし、た．当工場はl昭

和39年に操業を開始し，現在従業員170名， 350t ／月の

鋳物を生産しており， FC15を主力として一部 FCDも

製造している．主要な生産品はフライス盤のベース， ト

ラクターのミッション・ケース等，各組産築用役械部

品，及びガス器具，水道部品，工芸品等である．工場見

工4｝見学の九ナップ E 

学は 3]ffに分かれて行われ，約30分間全工場にわたって

行われた．溶解には3t/hrキューポラが使用され，その

前方に JAFD自動泣き型ライ γ，FMM自動造型ラインヵ：

各 1ライン設位されていて，いそがしく稼働している．

さらにその前方にはF-1,FD-3, FD-4のモールディ

ング・マシソが各3台設置されていて，少1註鋳物が生産
されていた．時間の関係で，10.30に見学団代表の謝辞

を妓後に，次の見学先及源鋳造側へ向かった．

JO. 50，及源鋳造鮒に到着 さっそく ，及川l社長のて

いちょうな案内により集会室で『鉄総のふーるさとをs訪ね

て』のビデオテーフを見て，まず藤原氏の文化のもとに

発展してきた工芸鋳物の歴史，現代てぷ：美術j/j.物の統裂

を学んだ．絞いて了．場見学に移ったが．｜日l工場は従業H
120名，鋳物生産量330t／月で， FC15で欽j従・ iiなべで代

表される鉄日告を主力製I日とし，さらに多陀~tl'iのてえ：装

飾鋳物を生産している 工場に入って向く ニとは，新鋭

のディサマティソクj位型機と 1t低／.＇；Jd.z保持骨1とのマノ

チングによって，$；／，なべが多1,lに住戸「されている三とで

ある．造型機としては，ほかに千守的モーノレデ fγ〆

シンが十数台あって， 多段なーi: ；：~j/』物の＇~＇·＇平に｛史Ill iされ

ている 見学終了ののち展示日flッピ／，I－；で，〆ット’・デザイ

ン貨に蹄く校術でf'Fられた『カ－タ一大統領トー Ill＇，γ・，；－

W』に代表される多くの工三鋳物を観抗 し 11. 30, 隣
接する（＂{T)及制鋳造所へ向かった．

及精鋭j告所では，及川社長のあいさつ.l:HfJ.:場限必，a位

l刃があった．同工場は大IE5年に南部鉄）筑製造工場とし

て官IJ業．現在は従業日70名， 300t/ JJの鋳物を製造して

おり，主要生産品は作事fiコンロmパーナー，産業後初i月j
インベラ一等の小物，'111品並びに工芸鋳物である．百年併に

は2t/hrキューポラ 12さと2t低周波炉 l必が使用さ

れ， FMM自動造型ライン（枠サイズ450×350X 150）を

主力に，各事EモーJレディング ・マシンが隊｛fbしてレる．

、ード・スケジューノレの凶係もあって，20分間の見守

にやや本容rを残したがら吋 l；場をあとにして．近くの$：！，
ti七ンターに集介．小野.＇1：』くれj汚物 I:;｛~ 協同おl ｛干 •Y .筋 Jll'.

'ffを交えて同食をと った.｛主食後、（:t今j11J比午した3~J：の

代t＜.のブJA にl州市していただき ， (fjl廃棄， 公~. 』Eぴに

減用問題等，詳細にわたる病発tに1・t疑応符を行って1:Jd.,
比’干二を終えた そして午後に（;t., I悠h;•:ii'/衡公によ，，て ill

立された.，.ぜi,:キて金色’；止をはじめ多くの！と物史ぷにJ産し
たのち， ℃舷.＇p・の伶土！必H~1で綴楽~（分にひたり ， 日ζよ

り30分早く 15.30一関駅で散会した・1iii ，，主のややハード

なT場見学;7..ケジューんに比べて余栴のあった！と跡見学

のため， さほどの疲労感も覚えず．イ了立J受にーIIを終え
た 以後に，／トlnlの見学会を変け入れて下さ った見学先

3 工場の併様及び水沢地l>Z鋳物T·~組合の関係者；｝P._ [fに

実行委員の名｛的こj字くお礼申しjてげます．（河合 潔）

婦人見学観光

前夜来の風もおさまり，おだやかな秩日;fllにめぐまれ

た11月2日，各地からお集まりの方4三十余名をお迎え

して，仙台の歴史と文学を訪ねての楽しいl日でした．
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ilP’案内i邸主人公’UiHlJと太平先生の奥Hiで．あらかじ

め山；派tc’Jfトーノフをお，Ifきになって，｛rUlに配｛tiし

てくどさいました

Ii¥ ft.•.'J.の同公｜剖：ょOrii駁！日jて （i名な忠！:I(Jr )f安之ーのlJ:li

~4ぺ ． 勺 l，，工di！（宅つりでにぎわっておりました 晩~~

•'.'(·,;:.::t I・：H晩ぷの晩年の(l：まいで， rl5の中心部にありな
がら！？や主、.w.~、に !lil 空わた怖かな－pl;jをJf;('F っており ，

処£c,rn；天地ff仙の！神がii:っておりました

Q1｝人見乍観光のひととき

, ' Y、は；1r.M付1fftif'.Jt,9rの1iliをJ泊り，i!U五：kt慌をわたっ
てぴ注目女示の良川てある梢／r;l搬におまいり しました．戦

災て焼失Lたものをl明白），J91J'に Jl}ti!したもので，々の折

には以前のfcH1l.J.',lftがlrJコiI.日n釘1で叩J.'jのおもかげ

を しのぶ映1il11 やMIJ~ド111111 などをよ4せていただきました

1I1iHfJ11'のHftの．らと， lfb'{-,illなな e，て人：r.'i'山の~If

小一111！：二illiじるiuのほとりに， lij（阿佐絡の「京ごとにすも

も化咲くムちのくの （下へをこ もり州ムて久しも のゆ；！却

がillてられてしました さらに，：λli八木山へJ!,Jかい．

このたびの学会のよ持政会場である京北工大のJjijを通り過

ぎて，紅紫のJさしいit!:の口渓谷をしばし眺めながら， J』1

7長j吠へ参りました．本丸あとには伊述政宗の騎馬像があ

り．五）；崎藤村のi湾問ーや，土JI：・晩翠の胸像とHr.城の月の詩

碑を見学いたしましたーちょうど遜国神社では結婚式が

行われており， 1'fながらの長持駄が!lflえ，まさにみちの

くの秋を思わせました．パス ・ガイドさんのさんさしぐ

れ，お立ち酒，j主持うたの民おも，併さんの旅wをとて
もなぐさめてくれました．

さらに，糾問（やぐら）. Ji.色沼，木仏：•t主の激烈1，キリ

ス I・ f:主的教の｛魚を左 （ jに _l..i. ながらパス l主タr~れせまる｛111

f，のchを走り， レ七γγ ：1ン会場のホテル仙台フラザへ
l••J かいました． (JI二川敏子）

懇親ゴルフ大会

恕行｛ゴルフ大会l工，llll l日 （上）仙台カントリーク

ラソ（i1i' ii：山コース）で！Jfll桜され，烈風のrj，，谷村先生

の82,I"の尚齢とも！ぷぇtcl 、 JC~＼さ lこ，;i きずられながら

iキさんはまあまあのr,'<':Wでした．結梨（i，優勝が多1'i城

製鋼側凶tU<> filiil"~ 杯（準優勝）（主会長の金凶社J之が後

ωされました．鋭妓終了後の怨製ハーティ l工終止f;なごや
かな’Z間以で行われ，1,'ri上，大阪府立大学問林先生から
『谷村先生（1iU:"'1ょにかさず出席され， ゴルフ大会を盛り

l：げていただいてし、るので， H::JH'i十I杯を寄目的されるよ

うに』との提案があり，これに対して作付先生かられ＇｛－

んてIUさせていただく』とのお返’)i＇がありました．次［ 111

からの怨絞ゴルフ大会に演しみが.!flえたものと思いま

す． （佐藤尚道）

お知らせ 〉日日口＞＞＞＞＞＞> > 

n日i!-1」北文部長大手，i:u11先生lζは，本年4月行われました日本金同学会泌常総会lζおい
て，II本合同学会会i去に選任されました。任期は米年4月の通常総会までの1ケ句二です。
ますます御多忙になられると存じますが， くれぐれも御自愛の上御活l磁ドさ るようお願
L、致します。

また，イdf秋，ブJレガリヤ国ノイノレナ市でー第48副国際鋳物会議が開催されますが， 長
年，l＂＇際鋳物技術委n会のJIJ!'.]fをつとめられております大平五郎先生が，いよいよ会長
としてとの会議を主催されるζ とκなっております。先生の御位闘と会議の御成功を支
部会口一同で祈念いたしたいと存じます。会議の日程は次の通りです。

10月 ti[.I旧） パノレナ市中見学，各同代表晩主ん会，IE示会開必
5 II閃）｜沼会式，名｜ぷl論文発表，技術分科会議，コンサート
6 II伏）各閃論文発表．各同事務局会議，年次総会，工場見学．参加者晩さん会
7日休） 各国論文発表，閉会式，ポス ト・コングレス ・ツアーへ出発
12日Uヨ） 4 .fJ[IC分けて行われたツアーが終了。
なお，協会本部では 10月 1日から16日までの日程で会議参加視察団を募集中です。

詳細は会誌3月号9ページを御参照下さし、。
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一一一第98回全国講演大会東北支部会員講演概要一一一

鋳放しフェライト地球状黒鉛鋳鉄 T

新日本製鉄株式会社

釜石製鉄所副部長

工博千四昭夫＊

1. まえがき

球状黒鉛鋳鉄の製造は，その需要の増大に対応して世界的に着実な伸びを見

せている。これは，この鋳鉄が開発された当初に比べてその製造技術が進歩し

たばかりでなく，特性の改善や品質に対する信頼性が増してきたことによるも

のと考えられる。とくに熱聞で使用される高耐久性鋳造部品，たとえばロール

や舶用大型エンジン部品への適用はその現れであり，この傾向は，今後ますま

す強くなるものと考える。また，鋳鉄鋳物業界で省力化，省エネルギーの必要

性が増大し，コスト・ダウンの強化をはかることが強く指向されているが，とく

に，球状黒鉛鋳鉄を鋳造状態ですでにフェライト化した基地組織を得ょうとす

る試みがなされている。つまり，熱処理工程を省略して所要の伸びとじん性の

ある球状黒鉛鋳鉄を得ょうとする思想である。このような趨（すう）勢の中 Kあ

れば，鋳物の製造開発にたずさわっている技術者として，熱処理によらない鋳

放し状態で加工性の良い，強度的にもより高延性・高耐衝撃性のフェライト基

地をもっ球状黒鉛鋳鉄の製進技術の開発は，永年の夢でもあり，是非実用化し

たいものといえるo ここでは，鋳放し状態におけるフェライト地球状黒鉛鋳鉄

について，その製造に必要な要素と条件について述べ，合わせて，得られたも

のの性質について触れてみたい。

2 鋳放しフェライト地球状黒鉛鋳鉄の位置づけ

鋳鉄の基地組織は，ごく特殊な場合（特別な熱処理や合金元素の添加等）を

除くと，フェライト，パーライトあるいはその混合組織から成っている。この

ような基地組織をもっている鋳鉄の静荷重下の機械的性質について S.I. Karsay1 ) 

は図 1のように図示し，また井Jll2）は図 2陀示すように整理している。片状黒

鉛をもっねずみ鋳鉄及び高級鋳鉄は，降伏強度が他の鋳鉄に比べて極めて小さ

t 昭和55年11月1日 「新しい鋳鉄材料の動向」講習会講演
＊ 本協会評議員，東北支部理事，同鋳鉄部会主査
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L、。これは，荷重負荷とともに塑

性変形が開始され，鋼のような明

確な弾性変形を示さなし、。アェラ

イト地球状黒鉛鋳鉄は．高級鋳鉄

とパーライト地球状黒鉛鋳鉄との

中間の機械的諸性質をもっている。

図 3は， アェライト面積率と機械

的性質との関係について E-J. 

Dol iwa 3）等が図示したもので，フ
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図1 基地組織と機械的性質

40・・

。
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図2 鉄関係鋳造材の静荷重下の諸性質
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図 3

逆に伸ト地が増加する Kしたがって引張強さと硬度は低下してゆくが，

ぴは直線的に増加している。

ェライ

フェライト化を左右する要因a 
球状黒鉛鋳鉄の凝固時のアェライト化を左右する要因として，こ

黒鉛の球状化を阻害する目的で球状化剤を多量添加して，
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佐藤等4）は，

れを直接的なものと，



L 

図4. 球状黒鉛鋳鉄のフェライト化K影響を及ぼす要因

鋳放しフェライト質FCD

材の適正製造条件

アェライト化比影響を及ぼすような間接的なものとに大別して，図 4のように

まとめている。すなわち，球状黒鉛鋳鉄の鋳造時のフェライト化の程度を左右

する最大要因は冷却速度と化学成分，とくに炭素（ C）とけい素（s i ）の量で

あり，凝固形態から考えて，黒鉛化を促進するための黒鉛核ということになる。

1) アェライト化促進元素

けい素…… Siが多量比鋳鉄の中K含まれるとフェライトを析出するが，これ

らの鋳鉄では共晶凝固後の冷却において基地中陀セメンタイトの析出はみとめ

られず，黒鉛を析出しながら共析温度に達する。析出する黒鉛は，もとの黒鉛

片上K沈でんして，これを肥大化させるか，または成長させる。共析温度では

黒鉛片の周囲K多数のアェライト核が発生し，これが発達してゆくが，条件に

よってはフェライトとパーライトの境界Kパーライトが出ることもある。

炭素…・・黒鉛の周辺からフェライトの析出が起こるので，黒鉛の粒数を増し

てアェライト析出箇所を増やすのも，アェライト化に大いに寄与する。図 54) 

は，球状黒鉛鋳鉄の 4mmから 10仰の肉厚における黒鉛粒数について調べた状

態図である。これによると炭素，けい素は共に関係があり，高炭素，高けい素

のものほど黒鉛粒数が多くなることを示している。この増加割合は，冷却速度

の速い薄肉のものほど大きいことがわかる。また，黒鉛粒数K対する炭素とけ

い素の効果の度合は，ほぽ同程度とみなしてよL、。図 6陀 ( C + Si ）量と黒鉛粒
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薄肉の場合には特定の（ C + Si ）量以上になると急激数との関係を示したが，

黒鉛肉厚が大きくなるとこの傾向は鈍化する。図 7は，に黒鉛粒数が増すが，

基地組織と Si量と黒S. I・Karsay I）は．，粒数とアェライト量との関係である。

黒鉛粒数が増せいずれにしても，鉛粒数との関係を図$のように表している。

ばフェライト地が増す傾向があることを示している。

D・R・Askeland5）等もパーライト量K及ぼす黒鉛粒数のこの現象について，

l”（ 2.5 4 C11L）及び 1Y2”（ 3.8 1 C11L ）の各種
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図9 各種肉厚Kおける一定冷却
速度のパーライト量K及ぼす

黒鉛数の影響



らかである。一方，図 10は黒鉛粒数を 5段階K区分して，バーライト量K及

ぼす共析変態時の冷却速度の影響がどうなっているかを表しているが，黒鉛粒

数が多くなると冷却速度の影響はわずかで，逆K黒鉛粒数が少ないと冷却速度

百
＼ 
議
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切
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金
司．．ー、画』司、
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0 鋳型接極なし
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図11 黒鉛数K及ぼす凝固時間の影響

。

鋳型接種
で鋳型接樋

鋳型あんこ

、可）.

の影響がきわめて大きL、。図115）は， 3.5%C, 2.45% Si, 0.3% M九 0.04%Mgの溶

湯を上記各種肉厚のものに鋳込み，さらにこれらに黒鉛製チル板を片側あるいは

両側に当てて冷却速度を種々の割合K変え，また各種接種を行って凝固K要し

た時間と球状黒鉛粒数との関係を求めたもので，図中のプロットは接種法の違

いを表している。中でも， 6 2 % S i , 1. 5 % Al , 2 % Ca , 5. 2 4 % Baを含んでい

るBa-Fe-S i合金を 28メッシュ粒度として，この 509-をけい酸ソーダ 2.5

%で固め， 0.6 4cmの孔を 4個あけた円板状の Mold Insertを鋳込み口に挿入

して溶湯と接触させながら鋳込んだ場合K，最も黒鉛粒数が多く，次K湯口底

にこの粒状の Ba-Fe-Si合金 509-を入れたいわゆる Irun old法で接種したも

のがすぐれている，と Askelandらは述べているo

千四等6）は，アェライト面積率及び黒鉛面積率は鋳鉄中の炭素量が高いほど

高く，高度の相関々係にあることを確認している。更に中村等7）は，黒鉛粒数
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を増加させる接種剤とし

て予 Fe -Si一Mg合金

1.4%添加及び Fe-Si-

Al合金接種の場合K黒

鉛粒数が多くなる，と述べ

ている（図 12参照）。こ

れらのことから，鋳放し

アェライト基地球状黒鉛

鋳鉄を得るためには，鋳

型の冷却能を大きくする

か，有効な接穫を行って

黒鉛粒数を増加させるこ

とが，必要条件と考えら

才1る。

2) フェライト化阻止

元素

プェライト化を阻害す

る元素としては， Cr,Mn, 

V, Sn等，主として黒鉛

化阻害元素が挙げられる。

ここでは， Mn, Sn及び

p について述べてみる。

j）マンガン・…・・図138)

にみられるように，鋳鉄

凝固時のミクロ偏析でSi

は黒鉛近傍K濃化し，Mn

は黒鉛から離れた共品セ

ノレ境界K濃化する傾向が

ある。このような偏析パ
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図12・A 溶湯保持時間と球状化率，黒鉛粒数との関係

K及ぼす球状化剤添加量の影響
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図12’B 溶湯保持時間と球状化率，黒鉛粒数との関係

K及ぼす各接種剤のAQ,との複合添加の影響
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はフェライトは生じにく L、。

千田等9）は，鋳放し状態におけ

るフェライト面積率と Mn量と

の関係を調べているが（図M

じやすく，

0.3 

0.2 
Mn量が増加すると

フェライト面積率，黒鉛粒数，

フェライト化速度係数も減少

参照），

Si ,Mnの偏析と組織図 13.

100 

球状

黒鉛鋳鉄中のMn量は 0.3%以

下になるようにしなければな

らない。

したがって，している。
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おける球状黒鉛鋳鉄に及ぼす

一般K

Pは基地組織のパーライト化

を促進するといわれている。

図 1510）は，鋳放し状態にお

ける P量とフェライト面積率

Pの影響については，

鋳放しフェライト面積率とMn量との関係図 14.p との関係を示しているが，

量が 0.08'{I,以上になるとアェ

間接にフェライト化速度をわずかなPは直接，ト面積率は低下してゆく。ライ

共晶セル粒界K偏析する傾向が大きく，s iなどと異なり，がら大きくするが，

ノ、

ステダイト自体がパーライ

特にステダイトを晶出する程度の P量ではその周囲の P濃度を著しく高め．

ーライト変態温度を高温側へ引き上げるとともに，
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態開始温度が 773・0で，

終了温度は 11s・cであ

っむ図1611ksn0.002 

'{6と 0.102 '{6の場合の

恒温変態図を示したが，

変

till 時

図 16.

Sn量が高くなってもオーステナイトから直接フェライトが析出してくる開始

終了線が長時間側K移行するので，しヵ、し，線にはほとんど変化がみられない。

トイヒしいったんパ，ーライまた，直接変態だけではフェライト化が終了しない。

ト化するためにはかなり長時間を必要とする。それが分解してフェライた場合，

P, Mn等の元素はプェライト化阻害元素と考えてよ
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4. 鋳放しフェライト地球状黒鉛鋳鉄の製造

これまで述べてきたフェライト化を左右する因子を解明し，鋳放し状態でフ

ェライト地の球状黒鉛鋳鉄を製造する条件，すなわち 1）黒鉛粒数を多くする

ような適当な炭素量とけい素量をもたせること 2）フェライト化を阻害する

元素として考えられる Cr, V, Mn, P, S n等を極力低くした原材料を使用す

ること Kよって，ある程度の目的は逮せられると考える。表 1'1C示される輸入

表1. 高純度銑の化学成分例

銑一、鉄『』』『』、、～下～～一三nl C Si Mn p s Ti V Cr As 伺 ‘Sn 

高純度銑 A 3.52 0.0 1 0.06 0.008 0.007 0.002 0.002 0.010 0.002 こん跡

高純度銑 B 3.93 0.12 0.08 0.013 0.007 0.005 0.002 0.007 0.002 こん跡

f邸憤球伏黒錯誤鉄用 4.35 0.83 0.10 0.0臼 0.004 0.058 0.010 0.003 0.001 0.001 

輸入銑伶ナタγl//1,.鈎 4.02 1.15 o.o 1 0.029 0.004 0.048 0.026 0.031 0.031 こん跡

並びK函産の高純度銑を用いて球状黒鉛鋳鉄を製造し，検討を加えてみたo 千

田等6）の報告しているフェライト面積率と衝撃値との関係では，フェライト地

が多いほど衝撃値も高く， 国産高純度銑ωを用いて製造した球状黒鉛鋳鉄は
100 % 7 ェライト地で，－40・Cで2.5k9"一時匂aをクリアーした衝撃値が得られて

いる（図 17参照） 0 これは，井川等12）の述べている衝撃遷移曲線と基地組織と

の関係とよく一致している（図 18参照）。これらの結呆は，球状黒鉛鋳鉄の応

垣

試験温度 ． ℃ 
図 17. 高純度銑の衝撃選移曲線

3.IJ 
too.』ー0.5N1
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圃 0-3－金R 2.0 ・5

，町、

坦掛値蜘 1.5 

↓1 2牢相;; 1.0 

ぶ 0.5

0 
-200 

• p 

-1似｝ 。 100 

温度 ℃ 

図 18. 衝撃選移曲線と基地組織との関係
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用範囲を更に拡大してゆくであろう。

5. フェライト基地強化の試み

球状黒鉛鋳鉄の高級化という要求に応えるため，上述のように高純度銑が凶

産技術で開発され，実用化されている。この銑鉄を用いて溶製した球状黒鉛鋳

鉄の特性は，黒鉛球状化能，鋳放しフェライト地，じん性等がきわめてすぐれ

ていることである。一般に球状黒鉛鋳鉄により強度の高い特性が要求される場

合，高純度銑のままで鋳放し完全フェライト組織では耐力が不足するので， Ni

あるいはMo等の第 3元素を添加することが行われている：3）高純度銑の純粋効

呆を利用してフェライト基地強化元素として Ni,AI, Ti等の第 3元素を添

加することにより，かなりのフェライト固溶強化が得られる。なお，この目的

にかなう合金の最適添加量はおおよそNi0.100/;, Al0.040/;, Ti0.020/;程度

とみられる。このフェライト地強化球状黒鉛鋳鉄の機械的諸特性はパーライト

球状黒鉛鋳鉄に近く，しかも，伸びは 20Of;以上を常に保持することが確認され

ている。

6. むすび

以上，鋳放しフェライト地球状黒鉛鋳鉄について，アェライト化の要因，そ

の製造例等を概述した。鋳放しで完全フェライト化する溶解鋳造条件としては，

1)黒鉛核を導入して黒鉛粒数を増すこと， 2）冷却速度を速くすること， 3) 

直接変態の温度範囲を広げてパーライト変態までの過冷夏を大きくすること，が

あげられる o G・L・Har・rison 14）は， 「フェライト型は高純度銑と戻りくずとの

配合で直接溶解することによって，容易K鋳放し状態で得ることができる。延

性フェライト型の要求が強ければ， Ni等の合金元素を添加で得られよう。熱処

理を避けることにより，明らかな直接利益の外K種々の利益が見込まれる。も

ちろん，熱処理法と鋳放し法との両者の全体的な原価を比較して，個々の鋳物

工場の要求と設備によって最終撰択がなされるに違いなL、。良質の鋼くずと熱

処理費は高純度銑費に等しいか，またはわずかに高L、。それ故，鋳放し法の他

の利点は，費用節減と品質の点で得るところが大である。 Jと述べており， I最
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近の傾向として，高純度銑を配合して熱処理から鋳放し延性球状黒鉛鋳鉄へ移

行する傾向があるけ との同氏の言葉を引用して，むすびとする。
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チタン及びアルミニウム添加球状

黒鉛鋳鉄の特性について

新日本製鉄側釜石製鉄所

技術研究室千田昭夫（工博） 佐藤忠仏

目黒 l協 O 高橋桁犬
L はじめに

縁状線鉛鋳寄生Kついては、製法 ・材質ともに着実に筏術闘発t,I行在われてb り、費量近では従来総鉛泳状化阻害

十~ ， b ’ t..ii＇~品~劫~且与占坦-r- H- ，《 ;:...,r,ξ 岨 会9様相Lご二 さ ヲ ーら~λ＃抗 ／／（＇＿鎮 用化されて

竺＃’《 A-.1....1r＿亀paした王宮状娘自由鋳鉄の製造経企耐向島性を中心とした特色κついて、調査・検射したものである．

2. 実敏方法

l ）合金書岳力目方法 ：T1 • A lの期鉛縁状化阻害作用を防止し左がら、合金元擦の効S粧を発簿させるため、王宮状化

処理後、琢状縄県鉛の書室生成を言って紡加する方言在をとった．琢状化処理後は調書働温度がかをり低下寸るので、

添加合金J’lては低俗点の Al-S1 ( 11.6 ~）合金bよび Ti-A l （ヲo各 l合金を使廟した備

2 ）鉱斜の電製；訳科は C:l.5 ~ ・ 8i 2.0 ~を~.t:組 lillc し、 Tl ;S,i,よび A l を各ゐ最大 o.:i~ ・ 0・ 25 各 t民加し

た王者状織鉛鋼鉄を理事製した‘言た、比較材止 して同基本絹庇の FC D‘0相当初診よび CG合金添加処湿した

C VI砲事長を調書製して刷V>1't. 

:i ）調査項目 ； ζ れらのま主斜について顕在世鏡組織 ・ 引を量り強さ・ ｛申び・衝忽｛百 ・ 成長性 ・ 用品~E従性 ・開店街穆位台

よひ・勲重重労性κついて側査 ・検射を加えた．

5 実厳結果

Tl -Al合金b よび A1-S  i合金を用いると止に

より、比較的低温で捗留りよぐ Ti ;S,i, .t:び Alを添加

するととができ、所,11/lの目的を遣すると Ct,Iできた角

縛られた Ti世よび Al添加称状再構鉛動鉄の特性は

l ）黒鉛滋状化率 ：ほぽ 50 ~台で、 c V S時富島の :i5 

＂台を上凶った‘

2）高温t,・1'tさ：‘ 50℃かえさは Pr. D , 0材を

l 5 ~ほど 、 O V鋳鉄を 60毎ほど上凶った．

:i）然膨脹量 ：at-a-1止は FC D‘0材 J」CV鋼鉄の

中間の 0.:i 2婚であった内

‘J掃白書店悠性； cVI唱鉄J」同程度で F0 D‘0材の約

l/2の繰り返し加需品凶主主で，gfj.!,}l発生した網

6 I熱疲労住； K2=( ,.4.Tl+l.6Al)/Mg i/l:lO程圏E宣では K2t,，高〈 在るほど需品疲労舟命は低下した
t,l、ぞれ以上κK2が必まっても勲章置労寿命は低減し念かった．（図 l 曾照）
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青銅系合金のj疑固に関するこ，三の実験

宮城以工業技術センター菅野 昭

1.. 緒き 青銅金金対物l二塁競以ミクロポロヶチィや偽朽の組絹知ス怖ll. 定民組織所州通~と嘗
持l二肉i皇してそ生すゐヒ主的れる。そしてニの迫米 1二めしてll 暴風制す筒苅の怠易川、ヮi盈帯ーガ

ミ札までの珂先報告，：Jtうれるー方向教画

手段として1J柏崎山 こ加糊翌五設置 LT’港喝をえしL比秋、、・対抗’ W 寸 llir• H03 
針。 服敏て叫 訓練~ft~ ，しツボ急円相E働制てl司ー l川・ 1七1llb.＿益率耳
肉で名詩1,'J. （，（－方向表面を行江市ゼる簡易gタヌ主 l：ょっ．C仏ふ..Iぴ

C..u.-2, 5, 8 % Sn, S% l.TL, $ 劣 PIIのlf：：：：－元冶金lこつけてそれらの － hげIll； ←掛給
翻 i峰 ヒ翻織内ιの脈問；ついて樹L.7;.,. f:. i 11 軒 I l(t" 
之． 文犠労該 国ll：矛・o，しツぶ（ムラ4ト質 11〆見 .sool.）が1，こ細 ｜ 協I... 
断 しf二仰とs.,,, l,..._ P 11の仰峨仙川内 ）Lて， トJ略 ~~
押時特内部て落鰐後，穂/n-析のための熱電対（o.3!!C.A, 3〆権限） ~~~w.怖
乙みをルツポ怠刀、勺 lO明 1'¥. I so割院の体望むこそう入LI三。Jの後Iレツ；1：；・
t叩烈帯下1iヘ務者1Llしツバ；忠l二thγスF吹きつ17て定常杖穫の過度勾配
ηてで評ゐのを婿 ろ．キ叫（アログラム透度 』ーJO, -!,O , ーIO o •c.／ 引吐 J を伺唱しf':. 0 :t.ワ

ロ3は ぴミフロの組執観舟t手荒闘志向l二手行6訊調ilff白／－；＇.7 ll て行~ ヲ 「亡。
J.安勝争系 図Zl二例示 LT二捌く，刻P銅線l二IJ.根回線。を
主，：： i干与う持点、主~じたが その兎向，rt方l正治却孟tiド丈タ〈写る
ほと強υ．本方弐＇ミ.Jる今却靖押、勺の4系熱裏合力qf定事司丈終下l：ゐB
、，て山ざ台、つf-:_Tこめ痔点、師、－~視した邑のと汚え うれる．

マク口組織と しては.C,u.の4£与の玲却問6椅l三十IL品の笠高を
Jすた以外，伺れのま戎研l：ついτも会俸としてdぐ《長レT二在宅だ晶を
保て いる。 ti-;r,‘岡ろ，二示し氏てケロ組織・1こも若干組感，1ut争力、；試

粁L切にほ芽細品的忽主《；が1ii＼わ札るe これほl到己のオ却四!1f..11、う

リ在来され令。てその位置）~ J-tげる誕固反fの北固有利遁走勾再がかL・4
うにゆるやかであヲ r-:.f二め幸町ウたω践の理主がみ今;Itr：： ι の ι~ え
うれる。

さ 7 ロ組~として 1J:. CはめE粉包 lし＝； -.tx'O) T・〉ドラ4十日
L, C比一S賞，心,l - l引合金司場合，J:2次 '3；叉の技師、州、老乏し
た典型的もよデ〉ドうイト的経."E:示しに C此－ p b各企の場合t-，手

Cは似1亡形常tをιゐtJ~－. 冷却虚庄のF普即lユ使、t棒状・l二lJLいず〉ドラ ーID -50 -100 白 -/0 OC.f,nj引
4ト的耗をじ J::.op I, ほ図ろの .：：.~ 7口組織 I二み合J:} I二ヂ・〉ドラ {XO.'[) (X.35) 
イ ト 向 1：：.均 一 l二州して いにれ栴V餓11)'~1' Jてつりてt'l..何図3.C.u.-5%PbEJ金のマクロ -
.≪..の試升む そのF首相とヒ t:1 ／二エレメ〉 ト の叡を噌レ~If. しf-:v::.経、 1-,,su輔さク口、相~
のアンドライト組織日・しに

so門EEX.PER.I門f.NTS ON SOLID1FICAT10N OF cornrz. ALLOY~ ; A. /<o..,n例。
（門HA&lPREF. IN釘11VTEor 11:C.HNOLO白r)
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白鋳鉄のサンド・エロージョン特性と化学組成，

熱処理及び試験条件との関係

／ 幼名 台，修佐。ずγ4・・：，：：.tl-'lヲン l刷れす有雑：2・3守.oi/Nif混む.窃，斜鯵件。身耗脅7を×線マイク
ロザアデイデーぞ主i警告手事餅炉鋭ε岡、， ,zI玲場現場記事 l_%j払t，ピ・t二よ :I.そか魚鉢激事者ι殺害すι
fい しf レ. : d"I 働ゐ，.，誠料♂,ft ＇＊字知成、ザ考書か婿~’争の終樹グ－~与是 L 1岳.；;n "Z ¥ I rニ0 d二府~-t··1-;J
e必株。，会媛地ザ；えJι妙手陣鰍｝吻S笹川＇） ＇＝：芳村礼宮外φ 宇0 ・ b ，ずで I ＇.：事J鰭レ托 C,~，V/(J) I多
少.H,n. HD, C‘， V, 8ヨろ’ιt,t・・ 5i hピι淫 "''" I : AL '? ¥:. ~絡事矢内らがい語1ク v μ持舎かザン1・.:i: 
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包,k.ゐ筑桐明ld々しノをグ ：，ta－，.特待h-4岳写ギザ／受f制治国で,11:托・制対E-35＇＼旬報主同さぜコ '71IJ,}J 
f捌始時 6'）長香7知徹・包；婿静し¥9f ＜ず霊山時苦－；侍喫Lレ托毛拘或．鋭草非l手，宇

レ－~玄レ争i鯵＠金 dヲ包必♂女汐呆 ε ｝t.:依レ r三. ;B手足斜線対，ヨノ0め 7J,Hf制作，符判内手レた・
ゎドョユり〆ヲ9・／例織機.，手， t均等ll'＇問微小宮，，予レ r宰:lOl c..刷、・作・ ず t'3.),'S'，筑締孝弘trJ. 
同昨れす李の普通．憾片色旗メれr.乃Y 乞）~ちラ・・ 11i争本同 点台泌すτ：, I J司的正.Jt ,"1〆”をけO
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秋田大学鉱山学部

工博宇佐美正

石川敏雄

0 小口昌弘
工博橋浦腐吉
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高ク ロム 鋳鉄の破壊 じん性

秋山大竿鉱山学部

0 田上道弘 工博橋浦民吉

佐藤幹夫 吉田幸男

l絡事

~マロん傍~，t耐帯荒持乞 ζ1:wrrプレ－：：＝・ョ二得従対ιしてイ長ill.どエーソ、 二今耐キflt.a引山ιイf耕が
，教処ffひど μよソ主えゆれる。一方，こq冷7安qιM主防 ー般的，，.t.ぐ、系；季守町事化以占 yじんjを
l手入2く寄与理t.IIf¥？二ヒか持タイLて、、 Jjf,；、じん桔κ対寸 3企7令jし奈の野智＿，.，r），令噌うぶど，...：品Io 
奈~給協え失乗ベ章 ε －)l_v.レ長（IS-u乙7-lo c;.系偽伐のル前勇（l"ん4があIll・7治£えぷC,.野埼fK-1 H ア減対
し〆。

2安殿方i去
話什l手~同改吃気ずで目蒋弱点ド ;it} クワ向,fu成J-00｝ ι法＃銭 。メ／／ρXIIρmめニt).，，傍il_K~1£ 
しに 0 fえ升11求手章吾s.sメκーえ；κι てクロム＂＇＆：. IS・ v 之f〆〆衰えr局企、来季早 クロム憂色T
tにそれJ.sメ1 20%κ，え』イし I~' q紺.p），.＿κ必牟丸井と Lて， /V,・I$，＇， ルノT,J 〆左／〆／.（＇・，ー
キ付料〆 フ、、 て11才何 十、；示。4・？；.ff!,, r。
バロ九j う方制剤挫で足直接じん刷物 （μ メ：oJ( s z ＞＜りを加J:l,,1/.o凧Jj,_t;ん将司伽島i字
学A下的梨才てトf07ら伺“ て川、C M“ヴヤ →今二をbじリ樽ゲ村守安，'t..で17'rf-＂｝ 九州安I,，｛＿，＋泊
( ！（，ι）1喜次有t用いて糸川〆。

KI c. = P Wm. l w r1t＇＂ι1-Y) Jを
事組織慢組織川 OfoM減京l手幻Jtl僻使 ， え似喧正期1械ι1 －／ ｛ •• て戸I桑t ん修司よ1 Y. ノけどり~－ ， f(. 

3.初勝買え
同Iv: Pe－ 乙oY.G - .i. S%vf'kま~li:Q)fa及。長 L川 κ 同 l門
会すまみ神峰-!I.ff;q.同i(i今，品主主入物F(r主じん峰崎
J霊式J妻、a稗報ヤ；手w軍民占リ flt噂芝札釆jt.,'/切骨ヰ~ I, 'ri-νlバa
, s；‘ 仇i骨牌11成rt七人柱＆.J:智久す ;j0 一元，ゑィリ討7民ι書で冒
みるVI -r;:；柄引事政堤i・・人礼をi民γ主也を#1向tふLて“ふ
比：争終呼吸令洋J'.f.r・入拡を久之くし〆． もド茨差ーをυ巴CメK一
月三Kしてヲ写ム竜主，S-vZ／外κ事以気持ては クぴムれv
争 J きへ祈 IH＂~1意じんi引亙か木ミガ、， K. 

J," ti-ム晶叡P)降恥Jんは他l姶舟L峯；f・l/fly 7 巳ムれて以
仏与 ＇）象的 ~l戸、 こ i+,..t1~品口令聖＼＇i(－λテγfト管血京4ικ
向1介Lて、、もρ、グnJtえうれあ

120トE
を

ト-a,01 1f-ー←Si
五 -o-Mo
u -+-V 
淫 ~Ni 

一←Ti。
2 3 4 5 
4ト金元主（%）

ffi I.長引メ心－3.S見C念れ戚＊
t;kH凶 tll・特企リ：q予き4者

Fracture toughness of High Chromium Cast Iron 

1・l.SA'l'O,Y.YOSHIDA (Akita Univ.) 

..J,TAGAliI,K.HASJIIURA,Dr.i::ng,, 
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Ni -C合金中の黒鉛の結晶形状について

岩手大学工学部

工博O宮手敏男斎藤 実

工博堀江 f倍小＊lil ,fリ

／ 緒 言 球状 ！！！， 鉛；！／j鉄の発明以来、多数の研究報告が発炎され災用制で多〈の成』I!を接げてきた。

しかし、黒鉛の球状化の機構につい ては多くの税が幽されているが、現在左右~ 6直定的な .l'.£治は確立され

てい乏い。本実験では球状丹1鈴の生成機構の解明の一手段として、 NiーC合金中の ,ll，出 ！.I.¥ji)の j惨状を金

以顕微鏡台よびS E M を用いて包t~した。 NiーC 系合金の組織や以鉛 j惨状についても多〈の iiif 究が行な
1), 2). 

われているが’、なな不詳な函も少なくない。

£ 実験方法包俸制仰を用いて作ったるつ日｜ 隊ゐ｜す京11＞.－＞~t l.. 宗治｜砂型 ｜金型
高純度Niベレフト（：；：＞99.95%）約／何回入し問削 ｜ ~Kl (I悼ん）｜沙州£ ；マ ｜舛扮鋳込み

気炉を用い、大気中で約 J 0 分間裕持軍保持してCを飽和さ 1~1-L-J与一」？竺芳'9.1，ー… l,. ・:,:-; .•• ;, 1,-)_-;, :.-: . .-.1. 

せたのち銅製鈎裂K駒込んで故合金とした。ついで母合 l'I回中旨隊ー；羽：：：・：：I・三巧；：｝1:f；：｝：：？：：卜：；：：：
｜じ「＂＂-'f . "fi砂川.：f・：：1・……l＿＇.：.－.~·；：：.戸 r,;r：：·；γ1 ・ ， y

金を約 SOg~C 切断し p y マ Y炉を用い ！！.＼ 鉛または磁性る !Nikょ －. :!?.#. ~'.d. . .・・'.1・ : .. t ... t' 
つぼで大気中約料S0°Cf'C加然溶解 し、冷却速度κよる Ji¥I¢ ~l竺五！日； ¥}: .・・1仁・ イ・；｜ ．・に｜
片の組織を比較するためにいろいろ な方法で冷却した。 k!el千 t＇.：＇.・）；；；，ど＇.：：：.＇］.：・..1. ••• -I・：....・ .1.

l<!I I 冷却；,nI皮Kよるぷ片組織の絞式（.61
また、C%の途いKよる組織も比較するため金型鋭造武片

マン炉中冷却lでも金剛球状’11,iHだけの組依となった。

その段式［..1］を（，.：J/ Iζ刀；す。また冷[;fl必J交を一定（金柑）

としてC%の'11念る勾介、無l!,':/Jll ;I宅品以下では十分な球

状！民主臼は行られ念いが、 Ceを O.I形添加lしたぷ片では球

状化の程俊か向上しているよう K観察された。その筏式

1..11 ＇を I刈」 ~c 示す。 SEM包t ~を行った一例として r..11 J K無

添加l 金型ぷ片 7小ら抽出した ！•I. 鉛形状をホした。 ζ のよう

κNi C｛， 合！-:I:(,; }.II tk J久ゃC96tY・必吋であり、かったと x.

ば倣火や民主おなとのようなイミ純物地：少なけれは終処J'l!＂［’ 

も川知はほほ完宝.vc球状化する。 ζ の鋭敏1'1.Y1妙、の球状

化処JiHを行った場合の！)li：と頑似して .:I,・ り穴，'.l'I.r主必でH
JI. !ijJし維い点かある。

;c.臥 1> ;, r，凋＇ l兵(1:；動物 ，34 ( 1962) 7, 727 2) t)k ，今村 ，中はl：拶1物 ，50(1978) 4,246 

On the Crystal Shapes of Graphite in Ni-C alloys ; T.Miyate,Dr.Eng., M.Saito, 

H.Horie,Dr ．ιng., T.Kowata (Iwate University) 

を作成した。乙れらの a式片の縦断［（ti全体の組織を顕微鏡

似努し、ついで各ぷ片のー却をmMr容解し て ［！.＼鉛を抽出
し、訟もな：.1.1jfl ＇式料 K ついてS E M 飯事4して比較した。

J 1九験結 ~とと巧. ~H 無 i!,正 加の治共，r，•，試片（；；＞ 2 . 22% C

）のぷ片全体の組依はぷ片のuL!rtや冷却1速度の違いKよ

って寺尾なり、マトリメクス • I• ~c ;'!H台J占が組大片状、片状
、共 d占状または £j(状のいずれかが終回でまた交互 ~c Ir: 』k

l'r: -!Jlわれるか、冷却述皮の迷い金尽L；，＼.片では共，！／，JI.＼鉛も

現われず全llUVζ劫；-tkJ.1.1鉛が,r/，出した。 ーフJI:}:状化知J17; Ce 
。

を0.1.% 添加したぷ片ては徐冷（l.7C/min）以外は Fン (;(( .2 

no 
E
d
 

｜＼一一手 ｜ 金主 ｜ 金宝 ｜ 金型
じ＼官！銘 l I I 

｜茎＼（%〉｜丞枚晶 ｜共晶 ｜通気品
l、、、 1 I I 

｜箪＂＂－ 1c 2. oo) I c 2.2 2〕 I(2.3百）
Ni I ..t. I.、二’p‘｜ 、.. . . I . 
』 r -...ーーーー：ーーl＇＇.島 i縄~ － ,. I ・• I • s 司
Clを：φjちIト＇..）じ：｜＼・・.：.t -
τ 1，』 品、6・1・．‘ ・l

Ni I よ l、、...1・・・ .I・
千I（中；も1・•. ・.・.・.・_-1・ ・ .・ ..・｜
CeトL.ーー’ー.j_・二 一 I. ・ ・I 

下 1- • • • I • • I 

C%の｝Viる試片組織の伐式｜百｜

1'1 J Niー2.aSfoC什て訟のn11HJ.＇.＇＇鉛の SEU.



高周波誘導炉による共晶状黒鉛鋳鉄の

溶解条件及びけい素量の影響

持手県工業試験場大内康弘

l、結言 官官求主再何 L て、被提ァーワグふ持手庁み奨欽：怒声干へ 4 手~Iii乏まえ司Tf-,. I:二ラ．宅勾知用

/l, きわめて宥育、でふ奇こと E確認1)lたが， こ の 7号令同志弁1江東~1千 l.t ，事持率宇和ら剥融 L 災被.Jfr前
主附いてアシて；，tt iζ砂け J;t脅la-勾も 4でめ ，向。 iか；：， lえa これら λ実寿脅迫程I之in' ＼＼て，ゑ持勢斤の
重正幸子f,-1/日i手微震かl勾lt－号＼うゑヘを各容 l之L，さらl之島問来月Pで（;I• よ前ちの。、く叫ん作用などでア〉 マ

/ ＃＇勾埼念 ZI..L；怠：宇邦男：令介が異 a. にの属・俊三；ヰ r~ ， ミfム， こ，11ら8・む腐を実T,t-t，工場梗棋で7すれて
I!, 7 -7 J-f'主たIJf怠）気波止F 会どが;ff.~ 巴 号えラホ 3 ことか 6 毛，高夙法Jt落解 I"'- d V寿司を符！：ifi_毒手
月日 lf－：.埼~の ；怠.~処双糸付乏剖 〈る こと 1-:. L fミ． 利手世4方廷で， 311在韓:slて広If;Si是の脅ifゐノ lミフ U
てt，改めて殺討を加えた。
之、 ヲミ歌方え iJ1説鋭敏（生02ヅo C, 2、μψS；）主苛 ／0思鶴吉フ ItE.問、＼ 3kHl.事I再司＝ バ
J. 7ゐ来角干し，悉ir多ちl-"Iv ミ アイ ト系悉持活ネ｛チPλ チoo~ jみ片生産ιw,点目当主λ l.＼；，忌λさせニ， た
1~· ら lミ ／チS0°CI主J千5墨．ニ の；豆／主［＂：.0，タ，JS-, JO＂＇ふ売れぞれ保符 35目

I f-,. o 帝末4主α－S; 0. Jρ4を栂 Lて． じ仏全（之u.PX J却』 I .JU力 270e) .. _ 
• ;.. Z ル笠（テル試験斤）及が念を（今祈訊料いd ；易 Lん二寸L今の拭 E 
料I之つバ，ヲl張肘組織まえ款をすれい港料開千をすえれニ川干で 忌30
4青'iJ::.司T，名東』特？霊前、寿子骨粗玖（Si量）など（，フいての落解余伶t校制L
長。なる、，：怠喝の Si量調整I在，券守f,b17煎（，昆－'/tょが Si('Iiヲた。
3、1支給結来 事；毛l＂＇－討す J;jj-持徐浄力pjゆがえoφ （被荷剣キ抑制

々t'll 4-、b1o ） 勾 7事b，ヲ 5ま~，U CG"t）ヒ傍手寺町旬の剣係，t，国 l＂＇喜う
いなリ， /0叫t 程y程内~ヰ守t・ 61 IJ. －史ヒな きが，j末符昨1s］勾延長 E乙も

，τデIVI：！探〈な 与ので，少尋最’Y限として の ／0ι ／含骨仇経産が適当じ
主J¥ (c • ,ffl' ..f寺崎町 IS山叫 Iaゐ・11忌 14-チ0, l.]70, /JJ.） 工-1会崎iと

今＿；；£皮lて4 』<S1(: ,.i:顕著心~i,J.t定おら，1 1 /j. ti' , {; n＇，イ笠；皇掛込ケ I，々 S
40 

1-:. ( iミ古t p てテ｝レイι傾向 h•増子こ E 寸，偶乏住＆と・ 8・う ／J70 C ε 
以ιt適切与注：：i今、付ヒ lf, • a. h，捧3利u制点ト色 ／0ψ（沿f E 
令idト之、dψ）1: ' J t.. l Jν1-1.；；官、な y＇ダtt: Ii乙んどを今 ｛－；＿ " 
が，｛重 h、々 がタ D聖J長括処鉱l二,f1え＆－さD：認められ（－，.
以上 4こYから，持；平hDや＇l｛シ／ S予て・／はο・し IS-剛λ 仙寺ヲ3性 、ピ

キ；処認で 1.370叱i主事を適正蒋併号、ffl I rご， 2 －＂糸 件で，；i;.；－易 ν 

のSi珪ヒorの度11手足制文氏結果is.,F見張。ヒ l司禄I,lfl.之 q占う今
肉j季1/J写うれ（＜， 之～ δψ5；τ.，ヰOr（，；支’l」I』誌句ふdi令いが，，.s
～4 •p $； τ・6It告をイ己主 占l"f JJ｝..：，ち／局d f, -t ＆ぴ， 主たテ IV 毛~

lく苅ケ1~ ので，普通針欽の滑化祭 と L て，よ努ヰを平手〈ずの剥 llJ I""-i星島Si；お易が有紛でめ忌といえき．

1 .） ス内、河部 錆幼y $.2 ( /'180）ノ4.26

2.) 夫内、ポF 鋳物，併合図＆函橋索犬~ま綿概尋j_._, 2t 

元0 J5 30 
渇 min

国 1 j怒：孝典毘E守肉
ヒヨ｜張世き（3091) 

~- 8-+'B 
ロ

3 
Si。ん

回2 S；量ιSI＆長居さ（30り

30 2 ゐ

Effect of Mel tine: Condit j on and Sil icon Content on 主'utecticGrれ.phite Cr.st Iron in Ilich 

Frequency Induction Furnace; Y.Ouch工（Prcfcctur己l Industrial i:<esearch lnst i tut c, l¥"m七e） 

n
H
d
 

E
d
 



チタン接種鋳鉄のフェーディング特性に

及ぼす S b , S n , C uの影響

岩手県工業試験場

岩手大学工学部

0 勝負沢善行米倉勇雄

工博堀江 姶

／．緒言

若者らは既K、Si-Ti合金を接種した鋳鉄のフ＝ーデτング特性Kついて調べ、保持時間Kよb引張強

さの値が漸増し、引強強さに対するフ＝一気ングが留められないととを報告した。りのしかし、黒鉛

組織が共晶状のため基地組織にフ z ライト量が多〈、さらに保持時間K伴ってフ z ライト量が増加する

ため硬度は低下した。そ乙で、今回はパーライト安定化元素を添加した鋳鉄溶湯K、Si-Ti合金を接種

した場合＠フ zー《ング特性Kついて従来と同じ方ぜで検討した。

・2.実験方法
試料の搭製Kは、ルツポ方式〈アルミナライニングを施した10番黒鉛ルジポ使用）の JKHz-30KVA 

高周波電気炉を用い、銑鉄、鋼〈ずを配合して、 3.3%C、1.8% Siの元揚 gKgをアルゴンガス雰囲気

中で溶解した。溶湯は、最高加熱温度1530むとし、 145d'Cでパーライト安定化元素Sb,Sn,Cuをそれぞ

れ添加した後、 Si-Ti合金をTi量として0.15%接種し、 1400bで0,5,10,30minの各時間保持した後

引強試験片（304'X 270）周到型と桓チル試験片（JIS,C-3）用 N 斗＋＋十Sはα白・t.・ • 

鋳型Kそれぞれ注湯した。とれらの試料について、引掻強さ、 そz
硬度、共晶セル粒度番号とチル深さを測定し、さらK顕徴鏡組 基
織を観察した。

J .実験結果

凶／ κSnの添加量を変化させた溶揚KSi-Ti合金を接租した

試料の保持時間と引張強さとの関係を示す。 Snを添加した試

料は、無添加の試料と比較すると、 Snの添加量K伴って接種 N目，

直後の値が高〈念 b、Sn0.50形添加試料で最も高い値となる。 b’
しかし30叫 n保持ではフ zーデーングが認められ、無添加の 同

試料と同程度の値と念る。 Sb,Cuを添加した試料も問機の傾向

を示したが、 Sb0.30掃を添加した試料では、無添加C試料よ b

も全体的K低い値を示した。

硬度は各元棄の添加量K徒って増加し、添加量の少ない時K
N 

若干のフ zーデf ングが認められた。硬度に対する効果は、 Sn，ぞ叫
Sb,Cuの願K小さ〈なった。 量制
共晶セル粧度番号は、各試料とも接種直後K高〈、特KSbの

効果は大きい。しかし、 30min保持でフ zーディングが留めら

れ、無添加の試料と同程度の値となった。

チル深さ Kついては、 Sb,Sn添加試料では、無添加の試料と

向程度の値であるが、 Cu添加試料では若干減少する傾向が腿

められた。
国 E

保持時間．叫n 保持時間. min 
保持時間Kよる引盤強さの変化
全拭料Si-Ti合金銭租

文 献 ／〉堀江、米倉、勝負沢：鋳物 第付回全国間演大会概要集 (Ti o.1s•> 

), ) （財）綜合鋳物センター研究調査報告 ）， s ), （昭和 SJ年度〉

Effects of Anもimony,Tinand Copper on Fading Properties in Titanium Inoculated Cast Iron: 

Y..Shobuzawa, I.Y.onekura (Pref.Ind.Res.Inst.，工wate),H.Horie,Dr.Eng. (Iwate Univ. ) 
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コンパクト。パーミキュラー鋳鉄の黒鉛組織および

機械的性質に及ぼすSb, Sn, Cuの影響について

男敏手宮博工蛤
憲
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／．緒言

C V 鈎鉄は黒鉛組臓が中間型の援片状熟知となり基地組織がきわめてフェライト化し易いため、酎摩

耗性を必要とする材料などでは大き衣問題となっている。

そ乙で本実験では、安定したCV鈎鉄が得られる市販Mg-Ti合金を用いて処理したCV鋳鉄K、バー

ライト安定化元素である Mn~＇よび球状化阻害元素でもある Sb,Sn,Cuを添加し、その機械的性質b よび黒

鉛組織に及ぼす影響について検討した。

£．実験方法

球状県釦 ~j鉄用銑鉄約 J Kgを高周波屯気炉にてアルミナライニングを施したる番ルジポを用いて大気

溶解し電解鉄，Fe-Si(75%) ICて C3・8予杉， Si2・8がになるよう K成分割成し、 I,s J 0もでMn,Sn,
Sb名、よびCuをそれぞれの添加量K応じて添加し、 l,SO 0もで Mg-Ti合金 LO~ を世注法K よ b 添加した。

反応終了後Fe-Si (75~彰） o. 3~杉接穂し、 JISタ号引張試験用簡易シUレ型，b よび分析用金型 K注揚した。

得られた各試料について顕微鏡組織を観察しパーライト量を測定し，画像解析装置Kより黒鉛球状化率

の分布を調べ，また機械的性質（引張強さ，伸び率．プリネル硬度）を損IJ定した。

J. 実験結果

凶 IK各元来の添加量とパーライト量の関係を示す。 ； 
いずれも添加畳が増加するにつれて、パーライト量が増加して ミ
かり特KSb,Sn,Mnではその傾向が若し〈、またSb,0.25必，SnO・5 ？ 
形の添加盟でほぼ IO0鮮のパーライト量と念っている。 ,.. 

図；， K各元来の添加量と引強強さの関係を示す。

とれK よると Mn,CuK~，いては添加 i止が地加する K つれて、ヲ｜張

強さが増加している。とれは図／陀示したパーライト量の増加に
凶／

伴うものであるが、 Sb,Snでは添加置が増加する Kつれて引張強

さが増加する傾向はみられず、むしろある添加量よ b減少する傾

向を示している。 ζ れはSb,Sn添加量の増加K伴って不規則形状

黒鉛Jが多〈晶出してくるため引張強さを減少させるものと考えら

れる。このととは、画像解析装世Kより Sb,Sn添加試料の黒鉛球

状化率の分布を調べた結果ともよ〈一致している。

とれらの結果、本実験では、試料の引張強きタ 0Kgf /mm、パー

ライト量 go%以上を得るための各元棄の最適添加量はMn2.0%,

Sn0.1～0.5% ,Sb0.05~杉， Cu3.0% という結果となった。
添加量，%

図♀ 各元棄の添加量と引強強さと

の関係
文献 ／）堀江：鍋物． μヲ（／ 9?7) ?, Jヲ3

The Effect of Sb,Sn and Cu on the Graphite Structure and Mechanical Properties in Compacted 

Vermicular Graphite Casも Iron;H.Horie,Dr.Eng. , T.Miyate,Dr.Eng. , T,Kowa色a (Iwate Univ.), 

Y • Shobuzawa (Pref. Ind. Res. Inst. , Iwate ) 
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鋳鉄の膨張・収縮挙動iζ及ぼす

マグネシウム処理量の影響

日本大学工博大平五郎

1 .緒言 東北大学工博O大出卓
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Effect of Magnesium Content on the Expansion and Contraction Behaviour of 

Cast Iron: G.Ohira, Dr. Eng. (Nihon Univ.), T.Ohide, D仁Eng.(TohokuUniv.) 
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種々のアルカリ土金属を含むフエロシリコンの

溶製とそれらの黒鉛球状化効果の比較

東北大学金属材料研究所

工博O佐藤 敬庄子 勉
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球状黒鉛鋳鉄のフェラ イト ・パーライト微細

混合組織化に及ぼすノマーライ ト化促進元素の影響

室蘭工業大学工科IJQ田中雄

東北大学 工的 井川 克也

1 結富 民u.tf./1) 7工刊ト Ktfーラ4トお世＇Ui11:iえ合2れた柁組織モ肩； 吾i似黒鉛鋳鉄,j1・. ~ ll yl 
及z俺れたとん砕を有 Lc. IIることを段告し 1と. lかL.ニの土V!l‘制定イヰ告た打に1J‘定Ii:｝＼ーライ卜化

の塁手． 究~it工程 E や撃と Lた． ここで・1l.パーライトイt1.li丘えJ:ヒLl矢口うれるお./1.が・51:,"l: f.＆を u（＞ ~O L c. 
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基本威令とした．ふを1!1与あく令本J急I之 0. 07 Z Y, .ある 11t"J.Sbfo・0066見まで15JRιた1:U生組内；：；；.・・-IA'黒鉛鋳
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鋳鉄の黒鉛球状化阻害作用iζ対する

セリ ウムの'I－－－＇和， 抑制効果について

陪

男

実
敏

江

手

藤

堀

宮

斎

陣

博
工

工。
訓
叫学工川子大手山心

／．ゑR

.::i: ヰ，.'''・ 5,iま』Jj-;, ；；：令』とされてJ:.l.米、 ＇（.＜のnil究 r.・Iζ よ b ’.1.＼~の王現状化を図ーをする各種の微量元来の彫容

についての研究がたされ、必術者も系統的な lilt先 IC/D、谷間当元泌をその阻害被糾ζ基づいて3つの

誌に分 !Jlし、各花みの1』1';,'. /'i, J刊を切らかにしてきた。

-:Ji、 ζ itら1司；，：－11 ・,r;. 7CギKよるm・.i; f'1, mの rドキll.抑制（（.ついての研究はきわめて少なぐ、またその
俄 f』7勺については不明の点カ：写い。 fとって、工夫主主ff:上は経践的lこCeを用いて図書作用を中和． 抑制し

ているのが現状であゐ

しかし、 Iii：近のよう ICfl¥: /.',J 11'.l f江主＼奇戸が行』えするlζつれて鋼府の佼用封が多〈な h、前述の微量有谷元

ぷがfili吟中 f(.ill,入すゐ危険性が大き〈 とってきて事、担、とのような元主！HCよる阻;g作用の中和 ．抑制：方

法、 1':t裕行を系統的iこ川べる ζ とは、主張状！以鉛星IJ鉄を製造する上できわめて重要であると恩われる。

ζ のょった観点によ b、,i,:it't'J"t:では憶力な録状化阻害元素として、またパーライト安定化元紫として

も知られるSbを とD上げ、中4日，frll ¥LIJ fillとしてCeを用い、 Ce<D中和 ，抑制効果を後対した。

.2 . '.J」験方法

ぷ Itは・，u:ff/鍛えIC，［£依 ：.，.＇.鉛を似合 して白石川it皮1低金＼I炉で溶製 したFeーC(4.26%）合金を使用した。阻害元
ムとしてのSbの添加にはわESb ( 99 . 9999~ ）を用い、 1 f己中和 ，jl}I柘IJ1甲lとしてのCeの添加にはと γ シュメ

タノレ（t15it,Ce）がよび純Cel99.9%）を ff}IJした。

記；r砂のiil皮 l.'l-00℃でSbを各添加f.i:Iζ応じて添加し、じゅぶんにか〈伴した後、 イJSOCでFe-Si-Mg

(21.4%）合金で琢状化処.flllを行いが冷した。

ζ のよう ICして併られた .,I;村について鋭依鏡紛肢を鋭務し、！.＇. I鈴球状化率、各積m鉛車宣歓を担lj定し、
立た－mの..A:H1ζついてXM Aかよび微少部X線回折装世KよDSb,Ceの分布状態も泌ベた。

J. ~験結奴

Sbの凶者作用は糸府状、担語球状、昔話片状の不規ttlJf惨状J処鉛の生成κよるものであ b、共品説掴の進行
κ ともなって オ ーステナ イト舛 l雨前方の敵液中 ~CSbが排出され、長f終凝固部に偏祈するととと省、疑念関

係がある’； ζ れ！こ適当 j.：の川添加すると、不滅II印状附のJI，出

はJ!filUIJされて烈3骨組織は改怒される。また、熟知組織を改善するk

ftz 過な Ce~JJn世は、元助の Sb合布量κ依存しておpp、Sb合布J,l・が -y

く な るにしたがってM~ t..:Ce添加企 も多〈なる。

Sbの凶手l作用をCeで中 ,tu.抑制した試料では、オーステナイト松

治l:t，， よびその近傍の松内十ζ凶／ f'C:示す ような 中取l/}l.応生成物と ，思わ

れる介在物粒子が多主主必められ、 xu A分析の飴然 ζ れらの桂子は

Sb、CeなよびO!l構成が日〈、定:Iii分析の結呆JJ;t子比でSb:Ce: O= 図／ Sbの阻省作用をCeで中和

/ : / : /. sとなる ζ とが磁必され、さらに拘少部X線回折の総果、 抑制した試料のXM Alt: 

ζ の粒チよ D絡チt11illll I扇ct=/ . .2」9SA k相当する長l1/r紛がヰ!Iられた。 よる反射電子総｛象

文献 / ) -M 江 ：:tll 物 ，事9 (/977) 7, J9J 
( X 500) 

The Effect of Neutralization of Cerium on the Detrimentation of the Spheroidal Graphite 

Formation in Casも Iron; 11.Horie,Dr.Eng. 司 1',Miyate,Dr.Eng. , M.Saito (Iwate University) 
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日本鋳物協会の維持会員，

正会員を殖やすためのお願い

日本鋳物協会東北支部長井川克也

支部会員の皆様にはますます御隆祥の乙ととお慶び申上げます。日本鋳物協会iζ対しましては

平素より格別の御高配を賜わり厚く御礼申上げます。おかげ様で協会は来年めでたく創立 50周

年を迎える乙とになり，本部ではその準備にとりかかっております。

乙れを機会に協会活動および支部活動に対する援助を一層強化するために，協会の維持会員お

よび正会員を殖やし，協会財政の健全化を図る乙とが本年2月の本部理事会できまりました。

御参考までに，支部別の正会員，維持会員の現数と今回の増員目標を表で示します。表には増

員目標の積算の方法も示されていますが，いずれにしても東北支部は正会員を 13名，維持会員

を7口殖やすのが目標とされています。

正会員の年会費は 7,200円，入会金500円です。

維持会員の年会費は 1口30,000円です。

いずれの場合も会誌、鋳物’が贈呈され，その他全国大会その他の協会の行事に参加できると

いう特典が与えられます。入会手続き用紙その他は支部事務局K用意しでありますので．どうぞ

振って新会員を御勧誘下さいますよう，支部会報誌上を借りてお願い申上げます。

；半＼
正会員 維 持 メZ三当、 貝

圧会員数 5勉U品IOOT／会θ支部 増員目標 口 数 ~%U 律p 対生産量対事業所 日 標
比 20%

北海道 80 4 ＋ 61 4 9 。 。
東 北 170 8 24 5 13 31 2 6 4 7 

関 東 952 48 - 193 38 86 286 14 10 。 20 
新潟県 54 3 ＋ 7 3 28 2 。 。 2 

北 陸 96 5 一 54 11 16 17 6 8 8 

東 海 783 39 - 686 137 176 150 8 69 47 56 

関 西 658 33 ＋ 7 33 185 9 。 27 22 
中国・四国 314 16 - 272 54 70 40 2 32 30 33 

九 州 215 11 ＋ 4 11 19 11 14 13 

員十 3,322 167 245 412 765 40 134 130 160 
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L 鋳鉄部会
第 21回技術委員会議事録

日時 昭和55年6月30日（月） 13 : 00～17: 00工場見学会（鶴岡ブレーキ，北栄鉄工）

場所

出席者

7月 1日（火） 9: 00～12: 00技術委員会

山形県工業技術センター庄内試験場

千田主査外 1（新日鉄） 石

五十嵐（原岡鋳造） 場

町り竹井（福島製鉄） 川

大 型（福島工試） 栃

垣（秋田工試）

江（岩手大学）

原（岩手製鉄）

内（岩手工試）

ザり 近（トキコ鋳造）

竹本（東北三菱自部）

附小宅外 1（北光金属）

湊 （北東衡機）

荒井外 1（山形工技）

丹 治（福島S/S)

古川外 2（旭有機材）

近 藤（宮城鋳造）

井川外 1（東北大学）

付り進藤〈日本高周波）

後 回（目立工機〉

新 山（青森機試〉

坂本外2（山形工技庄内）

刊荒砥（宮城工技）

委員外 30名

杉本（日下レアメタル）オブザーパー 1名

合計31名（ 13社， 9公機，計22)

議事

1. 新委員紹介

井川克也（東北大学）

丹治 倫（福島S/S) 吉田委員と交替

2. 前回議事録の承認（資料Nn21一1) 

3. 昭和 54年度収支決算報告〈資料Nn21 -2) 

4. ダクタイル鋳鉄の金型鋳造（資料Nn21 -3) 

荒井委員 O菅井和人（山形工技）

金型鋳造による引け巣量減少，熱処理による機械的性質の安定向上の特徴を生かして．水

道用押環と農機具用歯車製造lζ関して，湯じわ，湯回り不良，湯境等の鋳造欠陥を防止しう

る方案， CE畳，溶湯温度，金型予熱温度の影響を検討した。

5. 祷解材料の予熱効果について（資料Nn21 -4) 

道山委員 O小宅 通（出光金属）

今年度目本鋳物協会技術1主受賞講演。 3トン低周波誘導電気炉2基の実際換業において，

溶解材料を予熱炉を通す乙とによる使用電力量の低減と生産量の増加の成果を報告した。
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6. 高性能鋳鉄の製造（資料No.21 -5) 

井川委員（東北大学）

第 17回金属関係学協会東北支部連合シンポジウム（於東北大学， 1980. 6. 18) 「素材

品質を高める凝固技術」の講演。鋳鉄材質と鋳造特性の調整に関して，ねずみ鋳鉄の接縄効

果の延長，球状黒鉛鋳鉄の強靭化，鋳放しフェライト地球状黒鉛鋳鉄の製造，コンパクト黒

鉛鋳鉄の製造の具体的研究の概要を説明した。

7. 第 98回全国講演大会の概況説明

(1) 期日及び場所 11月1日～4日 東北工業大学（仙台）

(2) 講習会のテーマ 「新しい鋳鉄材料の動向J

(3) カタログコーナーへの鋳物展示依頼〈各県工試に協力お願いした。）

は） 工場見学コース 6コース。関係各社，各県工試に協力お願いした。

8. 次回予定

昭和55年 11月 1日（土） 於：仙台共済会館

第 3回東北・北海道支部合同部会を開催

L 鋳鉄部会 I 

第 22回技術委員会議事録一」

（第3回東北・北海道支部合同部会）

1. 日時 昭和55年 11月 1日（土） 18: 00～20: 00 

2. 場所 仙台共済会館〈仙台市錦町 1丁目 8の17)

3. 出席者 37名

（東北支部） 大平部会長外1（日本大学）

堀 江（岩手大学〉

須田外 1（須田鉄工）

羽 賀（羽賀鋳工）

渡 辺（福島製鋼）

千田主査外 1 （新日鉄）

大 里（福島工試）

近 藤（宮城鋳造）

（北海道支部） 花村主査，名雪〈道工試）

伊 藤（函館工指）
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井 川（東北大学〉

及 川（及源鋳造）

鬼沢外 1（日本高周波）

青嶋外 1（宮城工技）

五

川

及

刊

十 嵐（原田鋳造）

原（岩手製鉄）

川（及精鋳造）

木（岩手鋳機〉鈴

21名

大町， 高木（札幌鋳造）

田 中（室蘭工大）



p・1 尼（日 詰） 中 村（菊目屋）

渡辺，八重樫（渡 辺） 東 （鶴 巻）

進 藤（進藤鋳造） 井 上（井上耐）

木 村（佐藤鋳造） 金 間（札幌高鋳）

長 岡（北海道大学）

16名

4. 交流会

第 98回全国大会の講習会後湯所を仙台共済会館に移し．東北・北海道支部の第 3回合同部

会が開催された。

はじめに，大平五郎東北支部長から歓迎の挨拶があり，つづいて北海道支部長岡理事からお

礼の侠拶があった。次に井川教授（東北大）の司会進行のもとに，両支部鋳鉄部会，研究会そ

の後の活動報告として，千田主査（新日鉄，釜石）および名雪主査（道工試）から報告があっ

Tこo

須田社長（須田鉄工）の乾杯の音頭のあと会食に入ったが，それぞれ，今日の技術講習会の

内容とか情報交換など活発な意見交換がなされる中，両支部交互にテープルスピーチがあり，

なごやかな零囲気の中に会は盛り上った。東北支部と北海道支部のいずれにも詳しい井川教授

が司会されたので，きわめてスムーズiζ進み，予定された時間はまたたくまに過ぎた。次回の

合同部会での再会を約束して終了した。

L 鋳鉄部会
第 21回技術委員会工場見学記

岩手大学工学部工博堀江 崎

6月30日，真夏を思わせるような暑さの中を最初の見学先である鶴岡ブレーキ綿花集合し，

定刻1時より同社桑島鋳造部長さんから会社概要について説明を受け，工場を見学した。

同社は昭和 48年 9月に創立された会社で，市内の中央工業団地内に約40,000坪の広大な敷地

を有しており，大型車用のマスターシリンダー．エアブレーキシュー，オイルブレーキシュー，

ウォターポンプボデー，オイルポンプボデーカバーなどの部品の鋳造，加工，組立を行なってい

る。工場はシリンダー工場，ライニング工場，鋳物工場の 3つに分かれており，鋳物工場では人

員52名で， 3℃キュポラ 2基tとより月産500℃の普通鋳鉄を製造しており，材質はFC20と

FC 25の2積類であるが，チル防止のため．溶湯のCE値をそれぞれ2種類づっ．計4種類iζ変

＊東北支部幹事，同鋳鉄部会委員
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え，さらに注湯温度も製品によって3種類に変えており，材質管理に対する細かい配慮が伺え

Tこo

一方，造型はAFD-4 Sライン及びFMM-2 Bラインの自動造型ラインで行われており，製

品がブレーキ部品という小物であるせいか 1 ワク当りの重量は 27 ～ 28~であるが，製品の平均

単重は 3~弱で，総合歩留は 62 ～6496であり，不良率は 196弱で， 「砂かみJ' 「型ずれJ不

良が多いという。

工場見学の後，チJレ防止のための接種方法，シェイクアウト後の製品の冷却対策および鋳物の

加工機の配置方法など1ζついて活発な質疑応答があった。

なお，当工場では全社を上げて30作戦（サンマル作戦， 30 96コストダウンの意味）に取り

組み，各職場でミーティングや発表会が熱心に行われており，従業員 1人1人の生産管理意識の

高さが伺えた。

最後に秋田工試の石垣場長さんが謝辞を述べられ，次の見学先である北栄鉄工仰へと向った。

北栄鉄工物は同じ鶴岡市内にあり，約3,000坪の敷地に鋳造工場，機織工場，製缶工場を有し

主に船舶用内燃機関部品，冷凍機械部品を製造し，製品の約 5096を新潟鉄工に納入している。

全従業員は 75人であるが，鋳造工場では 45人で月産終110℃の鋳物を生産しており，製品の

半分以上が大物の単品物であり，母産品は50～60℃／月程度であるという。製品の性格上，単

価もかなり高いと伺った。

溶解は4℃キュポラ 1基で2日吹き方式を採用しており，材質は FC25, FC 30の2種類で

あった。

造型は従来Hプロセスであったが，今年の5月よりフラン鋳型に移行し，中子も従来の泊中子，

シェル中子からフランに変え.Hプロセスのときよりも生産性が向上してきているとの乙とで

あった。また，中子はすべて採光の良い工場の2階で生産し，エレベーターで 1階の造型工場に

送り，砂はエア輸送で2階の中子工場に送っており，工場を立体的に有効に活用している点を興

味深く拝見した。

工場見学後，フラン鋳型や中子造型などについて質疑応答があり，最後に岩手工試の栃内部長

さんが見学者を代表して謝辞を述べられ，定刻通りに工場見学を無事終了し，一行はパスで宿泊

先である円、乙いの村庄内Jへと向った。

昭和 55年度理事会議事録

日時 昭和55年 6月 14日（土） 13 : 30～16: 00 

場所 青葉工業クラブ（仙台市電力ピル内）

出席者 大平支部長，荒井，井川，石垣，宇佐美，坂本，千四，栃内，藤田，渡辺，各理事

以上 10名
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i議事

1. 前同議事録承認の件（資料Nu55 -l ) 

2. 昭和54年度事業報告の件（資料Nu55 -2) 

八戸市で開催された支部大会などを含む6件の事業報告があり承認された。

3. 昭和54年度収支決算報告の件（資料Nu55 -3) 

会報刊行収支決算を含めた報告があり，承認された。

4. 昭和55年度事業計画の件（資料Nu55 -4) 

4. 1 金属関係学協会東北支部迎合シンポジウムが6月中旬iζ東北大学工学部において，

、索材品質を高める凝固技術庁のテーマで・開催される予定。

4. 2 鋳鉄部会第21回技術委員会が6月末iζ山形県工業技術センター忌内工業試験場にて

開催される予定。

4. 3 第 98回全国講演大会が仙台市東北工業大学を主会場として開催される予定。 （別項

参照）したがって本年度は支部大会は開催しない。

4. 4 鋳鉄部会第22回技術委員会が北海道支部部会と合同で，全国大会開催の靭，仙台

にて開催される予定。

4.5 支部会報第 17号を刊行する予定。

5. 昭和55年度収支予算審議の件〈資料No.55 -5) 

別紙の通り提案され，承認された。本年度は全国大会が行われるので，その補助金が

200,000円となっている。

6. 昭和55・56年度役員改選の件（資料No.55 -6. 7. 8 ) 

埋事互選iとより支部長i乙大平五郎理事が当選した。また大平支部長は協会副会長も兼任の

ため，井川克也理事を支部長代行する乙とに決定した。なお．相談役には芹回腸，大内峻の

両先生を推挙する乙とにしたo 推薦された評議員，理事を含む全役員の名簿は別紙の通りで

ある。

7. 第 98回全国講演大会開催の件（資料No.55ー9)

全国大会の行事要綱が実行委員会事務局より説明があり，協力の要請があり諒承された。

8. 昭和56年度支部大会開催地の件（資料No.55ー10)

従前までの開催地リストを検討し，福島市i乙決定した。

9. 昭和54年度新入会員状況報告の件（資料No.55 -11 ) 

正会員（学生会員を含む）は 12名人会， 7名退会。維持会員は2社入会した。現在では

正会員 176名，維持会員は31社，合計207会員となる。
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昭和 55年度理事・評議員合同会議議事録

日時 昭和56年 1月31日（土） 16 : 00～17: 00 

場所 仙台共済会館

出席者 大平支部長，加藤，千田，栃内，菊地，宮手，川原，佐藤，道山，附成田，小宅，

宇佐美，石垣，井川，関，須田，目黒，松本，渡辺倒，藤田，近藤，坂本，天口，

高野，荒井閑，金子．渡辺，村田，荒井H，附竹本，湊各理事・評議員

以上31名

議事

l. 第98回全国講演大会報告の件

東北工業大学で開催された第98回全国講演大会の行事報告と収支決算報告があり，承認

された。

2. 支部創立30周年記念支部大会の件

本年秋，福島市において支部創立30周年記念支部大会を開催するにあたり， 荒井理事よ

り計画の概略について説明があり，了承された。

3. 支部長交替の件

大平支部長より次期支部長として井川理事を推薦したい旨の表明があり，満場一致を以っ

て承認された。任期は2月1日から次年度末までとする。

4. 正会員増加運動の件

現行の本部理事1名を当支部として2名にするためには，正会員を 25名以上増加しなけ

ればならず，各事業所で正会員を 1～2名殖やす乙とに努力をするととになった。また，維

持会員についても，検討の上適当な事業所におねがいする乙とにした。

なお，本合同会議を終了後，大平支部長ど夫妻をお招きして，東北大学ど退官記念パーティ

を開催した。

昭和 55年度事業報告

I. 昭和55年6月14日（土）

仙台市，青葉工業クラブにおいて理事会を開催し，理事 IO名が参集した。前年度の事業報

告および決算報告，今年度の事業報告および予算審議などが行われた。とくに，本年秋に仙台

市で開催予定の第98回全国講演大会について，積々協議した。
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2. i昭和55年 6月 1811 （水〉

第 171司令同l刻係学協会東北支部述合シンポジウムが東北大学工学部金属系三学科で・開催さ

れ， Rぷ－材品質を『i:':jめるよ疑問技術n と云うテーマで，講演および討論が行われた。当支部から

は井川東北大学教授が， 「向性能鋳鉄の製造Jについて講演した。

3. 昭和55年6月30日（月）～ 7月1日（火）

第21I叶鋳鉄郎会技術委員会，見学会を開催した。第 1日目は鶴岡市の鶴岡プレーキ鮒，北

栄鉄工怖を見学し，第2I]日は山形県工業技術センター庄内i試験場で技術委員会を聞いた。研

究発表は3件である口委員の出席者は 30名であり，オブザーパーは 1名が参加した。

4. 昭如55年 11月 1日（士）

第22LL!l鋳鉄部会技術委員会を，北海道支部鋳鉄研究会との合阿部会として仙台共済会館で

開催した。当支部部会員は21名，北海道支部研究委員会員は 16名で合計 37名の委員が参会

し，大変盛大にしかも有志義な話し合いが行われた。

5. 附和55年 11月1日（土）～4日（火）

第 98回全国講演大会が，仙台市，東北工業大学で開催された。 （詳細は本誌、第 98回全

同講演大会諸行事’の項を参照の乙と）

。技術講習会：「新しい鋳鉄材料の動向J

。研究発表講演会：講演数 115

。シンポジウム：「鋳物の耐熱性J

oカタログ・コーナー： 37,j、問

。交歓レセプション：ホテル仙台フ。ラザ

。工 場 見 学： 6コース 15事業所

。婦人見学観光：「仙台の歴史と文学散歩J

参加者98名

参加者約700名

参加者約 100名

参加者約350名

参加者約230名

参加者32名

。懇規ゴ Jレフ大会：仙台カントリークラブ 参加者30名

6. 昭和56年3月31日（火）

支部会報第17号第98回全国講演大会特集が刊行された。
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あ と カ三 き

陽春の候となりましたが，会員各位iζは御健勝の乙ととお慶び申し上げ

ます。

会報 17号をお届けいたします。本年度の支部のメイン・エベントはな

んと云っても全国大会の開催でした。従って本会報も必然的に大会関係記

事で・溢れた感がいたします。

2月1日から新しく支部長に東北大学の井川克也先生が就任され，新鮮

な巻頭言を寄稿してくださいました。

さて，これまで長らく支部長を勤めてくださいました大平五郎先生は

昨年3月に東北大学を退官されましたが，東北大学での最終講義を掲載い

たしました。先生のこれからの御発展を会員の皆様とー諸に祈りたいと思

います。

なお，本年度は小宅通氏が，めでたく，技術貨を受賞されましたが，そ

の記念講演論文も掲載させて頂きました。

執筆者各位に厚く御礼申上げると同時に，時節柄にも拘わらず，協賛広

告を戴きました関係各社にも謝意を表する次第です。

来年度は支部創立 30周年を迎えることになり，来年度の会報はさらに

充実したものになる乙とと思います。

末筆ですが，会員各位の御健康をお祈りいたします。
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